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ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
の
報
告
書
概
観
（
一
九
八
五
年
）

坂

田

仁

スウェーデン犯罪防止委員会の報告書概観（1985年）

　
昨
年
中
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
犯
罪
防
止
委
員
会
か
ら
私
の
手
許
に
送
ら

れ
て
来
た
資
料
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
K
・

ス
ベ
リ
教
授
と
犯
罪
防
止
委
員
会
の
ご
好
意
に
感
謝
し
つ
つ
、
以
下
そ
の

大
要
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
最
初
に
最
近
（
一
九
八
六
年
三
月
現
在
）
ま
で
に
送
ら
れ
て
来
た
資
料
を

全
部
掲
げ
る
．

。
切
勾
卜
問
。
冨
ざ
一
凝

　
ゲ
ま
冨
笹
鴨
ざ
”
剛
ロ
議
①
り
8
げ
o
ざ
ぎ
巨
路
耳
0
9
ω
一
凝
げ
9
（
奨
U
導

　
　
竃
轟
霊
器
9
）
寄
署
。
詳
お
o
。
汗
一
（
企
業
破
産
と
経
済
犯
罪
）

　
ド
目
需
爵
8
吋
零
プ
毘
く
試
留
ま
喰
く
三
夷
窪
（
碧
臼
彗
＞
霞
ぴ
①
茜
）

　
　
寄
暮
。
詳
お
o
。
9
憎
（
刑
期
二
分
の
一
経
過
後
の
仮
釈
放
の
効
果
）

　
ω
●
U
暮
o
旨
①
犀
巳
犀
　
0
9
　
耳
9
駐
一
陣
讐
9
　
（
奨
　
＞
周
葺
胃
　
ω
〇
一
貰
N
）

　
　
寄
箸
。
暑
お
c
。
曾
ω
（
コ
ン
ピ
ュ
1
タ
ー
技
術
と
犯
罪
）

　
樫
ピ
身
鷺
巴
α
q
耳
0
9
－
8
げ
の
σ
倉
跨
↓
　
（
鷺
＞
目
。
竃
鶏
曲
留
＃
Φ
）

　
図
碧
零
言
お
o
。
9
僻
（
犯
罪
・
刑
罰
は
引
き
合
う
か
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
㎝
●
切
3
菖
¢
暮
＜
Φ
o
固
ぎ
鴨
⇒
－
い
謎
①
。
・
り
碧
8
詳
一
〇
〇
〇
甲
、
即
巷
8
詳
一
Φ
o

o
U
a

　
　
（
犯
罪
の
す
う
勢
）

o
切
国
卜
q
訂
a
巳
⇒
咬

　
①
．
↓
Φ
パ
巳
の
容
ぼ
o
詳
器
パ
鴇
段
隔
．
吋
げ
o
警
＆
8
プ
ヨ
ぎ
昏
o
ま
冨
『
m

　
　
（
一
〇
〇
。
臼
一
）
（
住
宅
と
小
企
業
の
機
械
防
犯
）

o
囚
暫
昌
巴
一
℃
一
≦

　
S
U
聲
o
q
遜
一
薮
①
ヨ
”
蒔
召
q
Φ
づ
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髪
U
呂
竃
夷
昌
仁
器
g
）
一
〇
〇〇
㎝
”
①

　
　
（
闇
金
融
市
場
）

　
o
o
●
9
歪
ぎ
鴛
ぎ
ヨ
き
一
げ
宣
民
、
．
＜
ロ
図
暴
吟
8
パ
ぎ
一
ヨ
の
零
爵
鷺
．
．
（
袈

　
㍉
R
昌
留
鰐
8
5
）
這
o
。
野
＝
（
成
人
し
た
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
少

　
年
し
の
中
の
薬
物
乱
用
）
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づ
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お
o
o
9
ω
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
薬
物
乱
用
の
状
況
）

◎
英
文
資
料

一
一
。
国
〈
。
蔓
山
亀
≦
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一
昌
8
ゴ
Q
o
β
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ヨ
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ω
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①
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ぴ
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轟
昌
器
3
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襯
b
o
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乞
ρ
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一
9
0
り
ぎ
o
”
呂
O
ユ
邑
髭
一
勺
〇
一
一
昌
ぎ
の
≦
a
雪
一
〇
〇
〇
μ
寄
零
旨

　
　
Z
o
●
一
〇

　
一
9
国
8
ぎ
邑
。
O
ユ
ヨ
①
ぼ
ω
項
＆
S
（
耳
ω
o
ω
奉
墓
・
目
γ
一
蔦
0
7

　
　
目
蝕
8
ω
三
一
。
試
β
o
隔
夢
①
Z
O
Q
℃
（
ω
轟
）
．
2
ρ
一
噂
一
〇
〇。
㎝
●

　
右
の
他
d
鑛
3
臣
葺
9
邑
蒔
冨
け
（
少
年
犯
罪
）
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
届
い
て
い
る
。
ま
た
、
切
閃
＞
＞
鷺
。
鼠
は
六
号
昨
年
中
に
刊
行
さ

れ
、
本
年
度
の
第
一
号
ま
で
届
い
て
い
る
。

　
第
一
の
報
告
書
は
、
破
産
に
伴
う
様
々
な
犯
罪
現
象
の
調
査
結
果
の
報

告
で
あ
る
。
報
告
は
、
ω
一
九
八
三
年
中
に
破
産
宣
告
の
あ
っ
た
事
件
の

中
か
ら
一
〇
〇
件
を
選
ん
で
行
っ
た
実
態
調
査
、
ω
一
九
八
二
年
に
破
産

宣
告
の
あ
っ
た
事
件
の
中
か
ら
同
じ
く
一
〇
〇
件
を
選
ん
で
行
っ
た
実
態

調
査
、
及
び
⑥
統
計
中
央
局
作
成
の
犯
罪
統
計
中
債
務
に
関
連
す
る
犯
罪

（
刑
法
一
一
章
に
定
め
る
罪
）
に
か
か
る
部
分
の
分
析
・
検
討
の
三
部
か
ら
な

っ
て
い
る
．
ω
は
、
破
産
手
続
進
行
中
の
調
査
、
ω
は
、
破
産
手
続
終
了

後
の
調
査
で
あ
る
。

　
破
産
に
伴
う
犯
罪
と
そ
の
防
止
の
た
め
の
関
係
機
関
の
活
動
の
効
果
の

他
、
破
産
手
続
に
伴
う
公
訴
、
判
決
及
び
営
業
禁
止
、
破
産
財
団
の
債
権

及
び
債
務
の
範
囲
及
び
損
失
を
受
け
た
債
権
者
、
破
産
の
背
景
と
な
っ
た

　
　
　
　
（
2
）

事
情
、
否
認
権
の
行
使
及
び
そ
の
他
の
支
払
手
続
の
範
囲
、
破
産
者
又
は

そ
の
近
親
者
へ
の
財
産
の
売
却
、
破
産
請
求
者
、
破
産
者
の
タ
イ
プ
及
び

破
産
株
式
会
社
の
資
本
金
の
規
模
、
破
産
管
財
人
の
報
酬
額
、
債
務
に
関

連
す
る
犯
罪
の
公
式
統
計
の
内
容
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
八
三
年
の
調
査
対
象
破
産
事
件
一
〇
〇
件
中
、
七
五
件
に
犯
罪
の

嫌
疑
（
一
七
七
件
）
が
み
と
め
ら
れ
た
、
そ
の
う
ち
五
六
件
は
会
計
帳
簿

犯
罪
（
刑
法
一
一
章
五
条
）
で
、
一
二
件
が
債
権
者
の
不
注
意
な
無
視
（
同

一
一
章
三
条
）
、
一
六
件
が
債
権
者
へ
の
不
忠
実
（
同
一
一
章
一
条
）
で
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
ら
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
二
年
の
調
査
対
象
事
件
で
は
、
一
〇
〇
件
中
、
三
九
件
で
実
際

に
犯
罪
の
告
発
が
な
さ
れ
、
一
四
件
で
犯
罪
の
告
発
は
な
か
っ
た
が
、
嫌

疑
が
み
と
め
ら
れ
た
。
犯
罪
の
告
発
、
嫌
疑
と
も
に
な
か
っ
た
の
は
、
四

七
件
で
あ
っ
た
。

　
破
産
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
事
情
は
、
租
税
支
払
、
個
別
債
務
、
資
本

金
不
足
、
企
業
能
力
欠
如
、
利
益
取
得
条
件
の
不
存
在
の
五
個
の
要
因
に

分
け
ら
れ
て
い
る
．
ま
た
、
個
別
債
権
者
は
租
税
の
徴
収
と
の
関
係
で
不
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利
益
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
破
産
企
業
に
は
、
設
立
後
数
年
と
い
う
短
命

の
も
の
の
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
に
比

し
、
破
産
債
権
に
お
け
る
租
税
の
比
率
が
減
少
し
、
個
別
債
権
の
比
率
が

増
大
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
様
々
な
指
摘
が
あ
る
が
、
紹
介
は
省
略
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
破
産
に
伴
う
犯
罪
は
、
破
産
法
に
定
め
る
犯
罪
と
刑
法
一
一
章
の
債
務

に
関
す
る
犯
罪
の
二
種
が
あ
る
が
、
刑
法
一
一
章
の
犯
罪
だ
け
が
と
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
．
破
産
に
関
す
る
統
計
に
も
、
破
産
と
債
務
に
関
す
る
犯

罪
の
関
係
を
示
す
情
報
は
な
い
。

　
債
務
に
関
す
る
犯
罪
の
認
知
件
数
は
、
一
九
八
三
年
に
二
、
四
三
九
件

に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
一
九
七
七
年
の
約
五
倍
で
あ
る
．
こ
の
数
に

は
統
計
処
理
上
の
誤
差
が
あ
り
得
る
が
、
事
件
増
は
確
か
で
あ
る
．
同
年

中
に
解
決
し
た
事
件
は
一
、
五
四
三
件
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
一
九
八
三

年
に
認
知
さ
れ
た
事
件
は
五
〇
〇
件
余
、
約
三
分
の
一
で
あ
る
．
犯
罪
の

内
容
は
．
会
計
帳
簿
上
の
犯
罪
が
大
部
分
で
、
検
察
官
の
処
理
（
訴
追
、

起
訴
放
棄
を
ふ
く
む
）
し
た
事
件
の
九
〇
％
弱
で
あ
る
．
処
分
は
、
条
件
付

判
決
が
六
六
％
、
拘
禁
が
一
九
％
、
罰
金
が
一
二
％
で
あ
る
。
起
訴
放
棄

と
略
式
命
令
は
少
な
い
。
拘
禁
の
件
数
が
増
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
第
二
の
報
告
書
は
、
一
九
八
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
仮
釈
放

制
度
の
改
革
が
そ
の
年
の
後
半
の
犯
罪
現
象
、
と
く
に
住
宅
へ
の
侵
入
盗

の
増
加
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
た
か
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
三
年
の
制
度
の
改
正
は
、
従
来
、
刑
期
の
三
分
の
二
の
終
了
後

に
与
え
ら
れ
て
い
た
、
拘
禁
受
刑
者
の
仮
釈
放
を
、
刑
期
の
二
分
一
の
終

了
後
に
与
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
．
こ
れ
に
よ
り
．
受
刑
者
の
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

期
の
釈
放
（
社
会
復
帰
）
が
可
能
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
三
年

に
は
一
九
八
二
年
に
比
べ
て
、
一
般
の
窃
盗
事
件
の
認
知
件
数
が
減
少
し

た
の
に
、
住
宅
へ
の
侵
入
盗
は
増
大
し
て
い
た
．
そ
こ
で
、
一
九
八
三
年

七
月
一
日
に
改
革
の
結
果
と
し
て
、
約
五
〇
〇
人
の
受
刑
者
が
時
を
同
じ

く
し
て
全
国
の
刑
務
所
か
ら
仮
釈
放
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
（
6
）

か
と
問
題
に
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
へ
の
解
答
が
こ
の
報
告
書
で
試
み
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
解
答
の
手
順
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
1
、
侵
入
盗
の
増
加
傾
向
を
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ヨ
ー
テ
ボ
リ
、
マ
ル

　
　
メ
の
三
大
都
市
圏
及
び
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
調
査
す
る
．
更
に
、

　
　
一
九
八
二
年
及
び
一
九
八
三
年
の
各
々
の
年
の
前
半
と
後
半
の
数
値

　
　
を
調
べ
る
。
そ
の
結
果
、
マ
ル
メ
を
除
い
て
、
年
の
後
半
の
方
の
増

　
　
加
が
目
立
つ
。

　
2
、
例
年
、
年
の
後
半
は
前
半
よ
り
事
件
が
多
い
の
で
、
そ
の
増
加
率

　
　
を
一
九
七
八
ー
八
二
の
五
年
間
で
平
均
し
、
そ
れ
を
一
九
八
三
年
の

　
　
前
半
の
数
に
か
け
れ
ば
、
一
九
八
三
年
の
後
半
の
事
件
数
の
期
待
値

　
　
が
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
実
際
の
観
測
値
を
比
較
す
る
。
そ
の
結
果
は
、

　
　
全
国
で
二
、
六
七
〇
件
観
測
値
が
期
待
値
を
上
ま
わ
っ
た
。
こ
れ
か

　
　
ら
、
通
常
予
想
さ
れ
る
変
動
幅
土
八
O
O
件
を
差
し
引
き
、
二
、
O

　
　
O
O
件
を
仮
釈
放
制
度
改
革
の
影
響
と
推
定
す
る
。

　
3
、
更
に
、
事
態
を
細
密
に
分
析
す
る
た
め
に
、
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、

　
　
個
々
の
受
刑
者
が
実
際
に
享
受
で
き
た
自
由
を
月
数
を
単
位
と
し
て
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矯
正
統
計
か
ら
計
算
す
る
。
そ
の
結
果
総
数
で
三
、
一
九
〇
月
が
四

　
　
九
五
人
に
対
し
て
、
制
度
改
正
を
理
由
に
し
て
自
由
な
も
の
と
し
て

　
　
与
え
ら
れ
た
と
推
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
こ
の
数
を
も
と
に
複
雑
な
手
続
を
経
て
、
一
自
由
月
当
り
の
重
窃

　
　
盗
、
窃
盗
、
詐
欺
、
強
盗
、
傷
害
の
数
を
求
め
る
。
そ
れ
を
も
と
に

　
　
し
て
、
一
九
八
三
年
後
半
に
予
想
さ
れ
る
上
記
各
犯
罪
の
推
定
認
知

　
　
事
件
数
を
求
め
る
。
そ
の
数
は
、
重
窃
盗
一
、
二
〇
〇
件
、
窃
盗
二
、

　
　
三
〇
〇
件
、
詐
欺
六
〇
〇
件
、
強
盗
六
〇
件
、
傷
害
二
一
〇
件
、
住

　
　
宅
侵
入
盗
八
O
O
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
に
、
信
頼
限
界
内
の

　
　
誤
差
を
考
慮
し
、
最
終
的
に
、
侵
入
盗
の
増
加
に
制
度
改
革
が
影
響

　
　
し
て
い
る
と
の
結
論
を
得
て
い
る
。

　
著
者
の
最
終
の
コ
メ
ソ
ト
は
、
改
正
前
に
こ
の
種
の
分
析
を
し
て
も
よ

か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
第
三
の
報
告
書
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
に
犯
罪
防
止
委
員
会
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
に
関
す
る
カ

ソ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
資
料
は
U
暮
o
詳
爵
三
脚

甲
葺
当
管
9
＞
U
閃
山
璋
①
浮
鮮
（
閃
国
＞
あ
ご
。
。
呼
δ
と
し
て
公
刊
さ
れ
て

（
8
）

い
る
。
そ
の
時
の
資
料
の
ま
と
め
を
し
た
＞
旨
賃
ω
o
蜀
醤
が
本
報
告
書

の
著
者
で
あ
る
。

　
本
報
告
書
は
、
犯
罪
学
の
視
点
か
ら
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
を
み
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
実
態
、
予
防
の
方
法
、
デ
ー
タ
処
理
技
術
の

発
展
と
犯
罪
の
形
態
の
変
化
を
研
究
し
て
い
る
。
犯
罪
と
の
か
か
わ
り
で

は
、
銀
行
と
の
取
引
の
中
で
生
じ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
を
主
に
扱
っ

て
い
る
た
め
、
取
引
用
の
専
門
用
語
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、
加
え
て
情
報

科
学
の
専
門
用
語
も
当
然
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
理
解
で
き
な
い
部
分

が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
技
術
革
新
の
進
展
に
合
わ
せ
て
犯
罪
が
変
化
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
情
報
科
学
の
知
識
も
、
犯
罪
の
研
究
に
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
報
告
書
は
示
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
日
本
で
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
で
あ
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で

は
、
匿
ε
吾
3
琶
蒔
ぎ
げ
或
い
は
鼠
8
『
邑
魯
蕃
鋸
留
再
。
＃
と
い
わ
れ

る
。
日
本
の
パ
ソ
コ
ン
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
語
で
は
冨
匿
。
邑
鱒
鼠
で
あ
り
、

＞
日
W
と
い
う
の
は
ト
暮
◎
ヨ
豊
玲
鼠
鼠
竃
富
且
一
一
轟
の
略
語
で
、
自
動

的
デ
ー
タ
処
理
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
或
い
は
情

報
処
理
技
術
は
、
鼠
8
箒
犀
三
犀
で
、
日
本
で
い
う
情
報
化
は
、

鼠
8
ユ
器
ユ
轟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
盆
ε
浮
3
9
と
は
何
か
。
定
義
は
、
法
的
に
も
犯
罪
学
的
に
も
曖
昧
で

あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
を
積
極
的
に
定
義
せ
ず
、
経
験
的
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー

タ
ー
犯
罪
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
記
述
を
行
う
。
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯

罪
の
概
念
を
定
義
す
る
こ
と
は
特
に
必
要
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
新
し
い
技
術
に
て
ら
し
て
．
部
分
的
な
改
革
を
目
指
し
て
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

行
の
法
の
規
定
を
み
な
お
し
て
い
く
作
業
が
必
要
の
よ
う
だ
と
い
う
．
コ

ソ
ピ
ュ
！
タ
ー
犯
罪
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
犯
罪
を
分
け
る
こ
と
に
も

消
極
的
で
あ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
も
つ
犯
因
的
条
件
と
し
て
、
著
者
は
、
複
雑

さ
、
集
中
性
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
エ
ラ
ー
の
頻
度
、
空
間
的
条
件
の
超
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克
、
時
間
的
条
件
の
超
克
，
匿
名
性
に
求
め
て
い
る
。
し
か
も
．
暗
数
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
》

多
く
、
発
覚
の
可
能
性
は
小
さ
く
、
被
害
者
が
犯
罪
と
し
て
告
訴
。
告
発

す
る
傾
向
も
小
さ
い
。
定
義
（
と
く
に
法
律
的
に
）
が
輔
定
し
な
い
の
で
正

確
な
統
計
資
料
が
欠
如
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
研
究
は
困
離
で
あ
る
。

　
右
の
前
提
に
立
っ
て
、
一
九
八
一
ー
一
九
八
三
の
三
年
間
に
地
方
裁
判

所
で
終
局
し
た
横
領
事
件
（
刑
法
一
〇
童
二
条
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
の
事
件
と
そ
う
で
な
い
事
件
に
分
け
て
比
較
す
る
こ
と

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
事
件
の
数
は
二
二
八
で
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

　
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

第1表コンピューター関連横領事件（刑法10章

コンピューター関連 その他

被害者 銀行・郵便局 79％ 5％

その他 20％ 95％

被害額 平均 196，000kr 137，000kr

中位数 83，000kr 47，000kr

行為者 性別　男 56％ 87％

女 44％ 13％

平均年齢 35．2歳 42．5歳

犯歴有 1Q％ 15％

内部関係者 81％ ｝
勤続11年以上 51％ 25％

5年以上 62％ 一
3年以上 75％ 一

薬物乱用有 1596 14％

犯行動機 経済的理由
1

68％ 34％

（BRA　Rappord985：pp．79－93の記述に

　
　
　
　
　
　
へ
B
）

事
件
は
四
八
で
あ
る
．

　
そ
の
他
、
銀
行
か
ら
の
被
害
届
出
の
傾
向
を
み
る
た
め
に
、
銀
行
か
ら

監
督
官
庁
へ
の
報
告
書
の
分
析
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
の
窃
盗
事
件

の
実
態
を
調
べ
る
た
め
に
、
ヨ
ー
テ
ボ
リ
ィ
警
察
区
内
の
事
件
の
分
析
と

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
横
領
事
件
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
み
る
と
、
事
件
の
態
様
は
概
ね
第
－

表
の
如
く
に
な
る
。
通
常
の
犯
罪
と
は
か
な
り
異
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
．

こ
の
結
果
は
興
味
の
あ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
行

為
者
に
女
性
の
比
率
が
大
き
く
、
企
業
内
部
の
者
（
端
末
或
い
は
シ
ス
テ
ム

に
接
近
し
や
す
い
者
）
が
多
く
、
犯
罪
歴
も
薬
物
乱
用
の
経
験
も
な
い
、
勤

続
年
数
の
長
い
、
い
わ
ば
、
ま
じ
め
な
人
々
が
多
い
と
い
う
事
実
は
、
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渦
）

罪
予
防
の
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
い
っ
て
よ
い
．

　
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
の
四
年
間
に
銀
行
か
ら
監
督
官
庁

へ
の
報
告
の
中
で
届
出
の
あ
っ
た
横
領
事
件
は
二
七
八
件
、
こ
の
う
ち
五

五
件
が
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
i
関
連
犯
罪
で
あ
っ
た
が
、
警
察
へ
の
届
出
が
確

認
出
来
た
の
は
、
一
九
件
（
約
三
分
の
“
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
資
料
に
よ
る

と
．
被
害
額
の
大
き
い
も
の
が
届
出
さ
れ
る
こ
と
、
管
理
職
に
あ
る
者
は

そ
れ
以
外
の
者
に
比
べ
多
額
の
横
領
を
し
て
い
る
こ
と
、
犯
人
の
勤
続
期

間
は
長
い
こ
と
、
管
理
職
が
犯
人
で
あ
る
場
合
は
内
部
監
査
で
は
発
覚
し

に
く
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
．

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
の
発
生
に
は
、
犯
人
の
個
人
的
な
犯
因
性
の
要

因
（
人
格
或
い
は
環
境
）
よ
り
も
犯
行
の
機
会
を
規
定
す
る
状
況
的
な
要
因

の
方
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
．
例
え
ば
、
発
覚
・
検
挙
の
可
能
性
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の
大
小
、
或
い
は
犯
罪
に
伴
う
8
。
・
“
富
房
騨
（
経
費
と
利
益
）
の
判
断
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
に
は
大
き
く
関
っ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
予
防
も
、
人
間
的
要
因
（
も
ち
ろ
ん
、
制
度
的
統
制
機
構
は
非
形

式
的
な
統
制
機
構
の
弱
体
化
を
完
全
に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
）
だ
け

で
な
く
、
犯
行
の
機
会
を
客
観
的
に
減
少
さ
せ
る
方
策
に
重
点
を
お
く
べ

　
　
　
　
（
1
5
）

き
だ
と
さ
れ
る
。
一
般
の
犯
罪
と
は
異
な
り
、
全
て
の
従
業
員
が
犯
罪
を

犯
す
可
能
性
が
あ
る
と
も
と
れ
る
見
方
が
な
さ
れ
て
い
る
（
第
－
表
を
参

照
）
．
シ
ス
テ
ム
管
理
の
方
法
と
し
て
、
著
者
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
瞬

時
に
残
高
照
合
の
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ソ
シ
ス
テ
ム
、
I
C
カ
ー
ド
ヘ
の
転

換
、
シ
ー
ル
に
よ
る
方
法
（
蔚
旨
目
9
＆
）
を
取
上
げ
て
論
じ
て
い
る
。

　
第
四
の
報
告
書
は
、
経
済
学
の
理
論
を
犯
罪
と
刑
罰
の
関
係
に
応
用
し

た
も
の
で
、
特
に
環
境
犯
罪
を
選
ん
で
、
そ
れ
と
処
罰
の
関
係
を
問
題
に

し
て
い
る
。

　
基
礎
的
理
論
と
し
て
は
、
O
胃
網
¢
ω
9
ド
霞
の
モ
デ
ル
（
9
冒
。
曽
民

℃
冒
冨
げ
ヨ
。
暮
”
＞
⇒
田
8
0
巨
。
＞
鍔
一
蓋
焚
』
o
暁
℃
〇
一
一
一
一
。
舘
浮
8
0
ヨ
団
ま

（
ヨ
導
＼
碧
こ
し
O
＄
）
を
用
い
て
い
る
。

　
犯
罪
行
動
を
経
費
と
利
益
の
均
衡
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
経
費
を
最
小
に
、
利
益
を
最
大
に
す
る
形
で
経
済
活
動
が
行
わ
れ
る

と
す
る
考
え
方
を
．
そ
の
ま
ま
犯
罪
行
動
に
あ
て
は
め
る
。
犯
罪
行
動
の

場
合
、
刑
の
重
さ
と
検
挙
の
可
能
性
と
を
一
方
に
、
他
方
に
犯
罪
に
よ
る

利
益
を
置
い
て
、
こ
の
両
者
の
均
衡
を
考
え
る
．
そ
れ
と
同
時
に
、
犯
罪

者
を
、
リ
ス
ク
を
求
め
る
者
、
リ
ス
ク
を
避
け
る
者
及
び
リ
ス
ク
に
無
関

心
な
者
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
リ
ス
ク
を
求
め
る
者
は
、
検
挙
率
が
仮
に

大
き
く
て
も
、
得
ら
れ
る
利
益
が
大
き
い
と
期
待
で
き
れ
ば
、
犯
罪
を
実

行
し
、
他
の
二
者
は
刑
の
重
さ
を
考
え
に
入
れ
て
行
動
す
る
と
す
る
。

　
こ
の
立
場
か
ら
罰
金
刑
の
あ
り
方
を
考
察
し
、
罰
金
に
お
け
る
二
つ
の

考
え
方
、
罰
金
刑
は
、
被
害
と
犯
罪
に
よ
っ
て
生
じ
た
そ
の
他
の
社
会
的

費
用
に
よ
っ
て
定
め
、
犯
人
の
収
入
と
は
無
関
係
と
す
る
考
え
方
と
、
罰

金
刑
の
も
つ
威
嚇
的
効
果
を
重
視
し
て
、
犯
人
の
収
入
と
関
連
さ
せ
て
と

ら
え
る
考
え
方
を
紹
介
し
、
公
害
罪
（
環
境
犯
罪
）
に
つ
い
て
法
人
処
罰

（
罰
金
）
を
導
入
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
．

　
第
五
の
報
告
書
は
一
九
八
四
年
の
犯
罪
の
す
う
勢
の
報
告
で
あ
る
が
、

今
回
は
送
付
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
内
容
の
紹
介
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
（
16
）

が
、
そ
の
要
約
が
届
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
以
下
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
一
九
八
四
年
に
は
九
八
三
、
O
O
O
件
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
。
こ

れ
は
一
九
八
三
年
に
比
し
二
四
、
O
O
O
件
の
増
加
で
あ
る
。
刑
法
犯
は

四
六
、
O
O
O
件
の
増
加
（
前
年
比
六
％
増
）
で
あ
っ
た
が
、
特
別
法
犯
は

二
二
、
○
○
○
件
の
減
少
（
前
年
比
一
四
％
の
減
）
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た

る
犯
罪
の
増
加
の
理
由
は
、
前
回
の
概
観
で
紹
介
し
て
い
る
通
り
で
、
特

に
つ
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
．
即
ち
機
会
構
造
の
変
化
と
非
公
式
的
社
会

統
制
の
衰
退
で
あ
る
。

　
要
約
は
、
昨
年
の
犯
罪
の
す
う
勢
の
特
徴
と
し
て
、
性
犯
罪
及
び
薬
物

犯
罪
へ
の
厳
し
い
姿
勢
と
窃
盗
に
対
す
る
寛
大
な
態
度
を
指
摘
す
る
と
同

時
に
、
拘
禁
り
判
決
の
三
分
の
一
は
交
通
犯
罪
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
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を
指
摘
し
て
い
る
。

　
犯
罪
の
す
う
勢
に
大
き
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
一
部
の
犯
罪
歴

の
長
い
犯
罪
者
で
あ
り
、
刑
の
威
嚇
力
の
減
少
、
検
挙
率
の
低
下
、
及
び
寛

大
な
処
罰
に
よ
っ
て
も
、
最
近
の
犯
罪
が
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
犯
罪
の
大
勢
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
の
は
、
財
産
犯
（
刑
法
犯
の
七

五
％
）
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
に
比
べ
て
、
強
盗
は
一
九
倍
、
器
物
損
壊

は
一
四
倍
に
な
っ
て
い
る
。
勿
論
数
の
上
で
は
窃
盗
が
最
大
で
あ
る
．

　
警
察
に
認
知
（
届
出
）
さ
れ
た
事
件
の
三
％
が
人
身
犯
（
殺
人
を
ふ
く
む
）

で
あ
り
、
死
亡
し
た
被
害
者
は
一
一
六
人
で
あ
っ
た
。
重
傷
害
は
二
、
一

四
〇
件
で
あ
る
。

　
特
別
法
犯
で
は
、
薬
物
犯
罪
（
三
八
、
O
O
O
件
）
、
交
通
犯
罪
（
六
七
、

○
○
○
件
）
が
多
い
。

　
一
九
八
四
年
に
は
、
認
知
事
件
の
三
八
％
が
検
挙
（
解
決
）
さ
れ
て
い

る
．
罪
種
別
で
は
、
窃
盗
は
一
七
％
、
人
身
犯
で
は
五
〇
％
以
上
が
解
決

し
て
い
る
．
特
別
法
犯
の
有
罪
率
は
高
い
．
こ
れ
は
、
現
行
犯
が
多
い
か

ら
で
あ
る
．
そ
の
他
の
犯
罪
で
は
、
有
罪
率
は
下
っ
て
来
て
い
る
．
窃
盗

の
検
挙
率
は
、
一
九
七
四
年
の
三
四
％
か
ら
二
〇
％
に
、
侵
入
盗
の
有
罪

率
は
（
発
生
件
数
と
の
比
率
で
）
二
〇
％
か
ら
一
二
％
に
落
ち
て
い
る
．

　
一
九
八
四
年
中
に
刑
事
訴
追
又
は
起
訴
放
棄
を
受
け
た
者
は
一
七
八
、

O
O
O
人
で
、
う
ち
二
一
、
O
O
O
人
は
起
訴
放
棄
を
受
け
、
八
四
、
O

O
O
人
は
略
式
命
令
を
受
け
て
い
る
。
即
ち
、
六
〇
％
は
検
察
段
階
で
処

理
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
．
有
罪
に
な
っ
た
者
の
う
ち
、
罰
金
が
一
一
、
O

O
O
人
、
保
護
観
察
が
六
、
○
O
O
人
、
拘
禁
が
一
四
、
七
〇
〇
人
で
あ
る
。

　
判
決
を
受
け
た
者
の
四
分
の
一
は
二
十
五
歳
未
満
で
あ
る
が
、
一
九
七

四
年
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
比
率
は
小
さ
い
．
し
か
し
、
拘
禁
の
有
罪
判
決

中
の
比
率
は
一
九
七
四
年
に
比
べ
て
、
二
五
％
の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

薬
物
犯
罪
の
増
加
と
人
身
犯
罪
で
の
有
罪
判
決
の
増
加
と
に
関
係
が
あ
る
。

　
第
六
の
報
告
書
で
は
、
犯
罪
の
実
態
、
被
害
者
調
査
の
結
果
、
警
備
保

障
・
防
犯
設
備
に
関
す
る
業
界
の
市
場
形
成
を
検
討
し
た
上
で
、
基
準
に

適
合
し
た
、
住
宅
及
び
小
企
業
む
け
の
防
犯
設
備
の
選
択
を
容
易
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
提
案
が
行
わ
れ
て
い
る
．

　
要
約
に
よ
る
と
、
防
犯
市
場
（
企
業
）
で
の
需
要
の
高
ま
り
を
前
提
と

し
て
、
警
備
保
障
・
防
犯
設
備
の
業
界
の
分
析
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
も
と
づ
い
て
下
記
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
1
、
防
犯
設
備
等
に
特
に
問
題
と
な
る
も
の
は
な
い
が
、
業
界
と
盗
難

防
止
協
会
は
、
消
費
者
運
動
と
と
も
に
、
防
犯
市
場
の
形
成
を
監
視
し
て
、

不
都
合
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
。

　
2
、
業
界
の
自
主
規
制
に
よ
っ
て
、
市
場
形
成
の
倫
理
を
確
立
す
る
こ

と
。　

3
、
警
察
に
よ
る
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
助
言
が
必
要
で
あ
り
、
消
費
者
は
、

必
要
に
応
じ
て
警
察
に
情
報
や
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

　
4
、
と
く
に
警
報
装
置
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
が
業
界
に
要
求
を
出
せ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
5
、
防
犯
設
備
の
取
付
を
建
築
基
準
法
に
と
り
入
れ
る
と
同
時
に
、
防
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犯
設
備
の
取
付
に
対
す
る
公
費
か
ら
の
ロ
ー
ン
を
、

は
住
宅
補
助
金
に
加
え
る
こ
と
。

第
七
の
報
告
書
は
、

の
報
告
で
あ
る
。

国
の
住
宅
ロ
ー
ソ
又

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
内
の
闇
金
融
業
の
実
態
調
査

　
第
八
の
報
告
書
は
、
一
九
五
六
年
以
来
の
少
年
の
追
跡
調
査
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
薬
物
乱
用
の
現
状
を
そ
れ
ら
の
調
査
対
象
者
に
つ
い
て
調

べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
と
、
後
掲
の
第
一
三
の
英
文
の
資
料
と

は
、
内
容
的
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
別
々
に
取
り
上
げ
る
よ
り
は
同
時

に
紹
介
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
、
第
二
二
の
英
文
の
資
料
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

ふ
く
め
て
紹
介
し
て
お
く
。
著
者
は
ど
ち
ら
も
』
留
導
①
。
ざ
で
あ
る
。

第
八
の
報
告
書
は
ま
た
、
ω
閃
＞
＞
質
。
鼠
β
鉾
㎝
（
一
。
留
）
、
及
び
葺
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

（
一
〇
〇

。
。
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ふ
た
つ
の
報
告
書
は
、
同
じ
基
礎
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ

て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
一
九
五
六
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
在

住
少
年
に
つ
い
て
、
非
行
原
因
を
探
求
す
る
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

の
時
の
調
査
対
象
が
そ
の
ま
ま
追
跡
調
査
さ
れ
た
。
サ
ル
ネ
ッ
キ
に
よ
る

こ
の
ふ
た
つ
の
報
告
の
一
つ
は
、
そ
れ
ら
対
象
少
年
の
追
跡
調
査
の
総
合

的
な
ま
と
め
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
成
人
後
の
薬
物
乱
用
の
発
生
状
況
を

調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
こ
の
ふ
た
つ
の
報
告
書
の
基
本
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ω
　
一
九
五
九
年
一
月
か
ら
一
九
六
〇
年
三
月
ま
で
の
間
に
軽
い
財
産

犯
で
初
め
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
警
察
に
補
導
さ
れ
た
十
一
～
十
五
歳
の
男

子
生
徒
（
女
子
は
除
か
れ
て
い
る
．
）
一
九
二
人
。

　
働
　
ω
の
対
象
群
と
し
て
住
民
台
帳
を
も
と
に
選
ば
れ
た
九
五
人
。

　
⑥
　
一
九
三
九
年
～
一
九
四
六
年
の
間
に
出
生
し
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

市
の
少
年
（
男
）
二
二
二
人
．

　
＠
　
一
九
五
五
年
一
月
か
ら
一
九
六
一
年
八
月
の
間
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
市
児
童
福
祉
委
員
会
に
よ
っ
て
、
、
㌍
鵠
．
．
と
い
う
少
年
施
設
に
送
致
さ

れ
た
少
年
一
〇
〇
人
、
年
齢
は
七
～
一
五
歳
で
あ
る
。

　
以
上
の
う
ち
、
ω
は
非
行
群
、
㈹
は
対
照
群
で
、
こ
れ
が
追
跡
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

主
群
に
な
る
。
⑥
、
㈲
は
他
の
研
究
に
用
い
ら
れ
た
対
象
者
で
あ
り
、
⑥

は
、
標
準
的
な
少
年
の
代
表
と
し
て
、
㈲
は
施
設
収
容
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
犯
罪
的
負
因
の
最
も
大
き
い
者
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
ω

と
㈹
と
は
、
年
齢
、
社
会
的
階
層
、
家
庭
の
状
況
、
居
住
地
域
を
共
通
に

　
　
　
　
　
（
2
2
）

す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
が
個
々
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
予
備
調
査
と

し
て
、
ω
、
ω
各
々
四
二
人
、
本
調
査
と
し
て
ω
一
五
〇
人
、
ω
五
三
人

（
ω
の
三
人
と
働
の
一
人
を
マ
ッ
チ
さ
せ
て
い
る
。
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

に
、
調
査
自
体
の
処
遇
的
影
響
を
さ
け
る
た
め
に
、
一
七
五
人
の
ダ
ミ
ー

を
調
査
し
て
い
る
（
こ
れ
は
追
跡
研
究
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）
。

　
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
、
第
二
二
の
資
料
で
は
、
＠
一
一
～
一
五
歳
時

の
社
会
適
応
、
⑥
一
六
～
一
九
歳
時
の
社
会
適
応
、
＠
二
〇
～
二
四
歳
時

の
社
会
適
応
、
⑥
一
九
八
三
年
～
一
九
八
四
年
に
お
け
る
社
会
適
応
が
調

　
　
　
（
2
3
）

査
比
較
さ
れ
、
第
八
の
報
告
書
で
は
一
九
八
三
年
に
お
け
る
薬
物
経
験
が

　
　
　
　
　
（
2
4
）

調
査
さ
れ
て
い
る
．
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
．
少
年
時
代
の
状
況
と
成
人
後
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の
状
況
と
が
比
較
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
始
め
に
、
第
二
二
の
資
料
の
内
容
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
報
告
書

は
英
語
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
語
の
報
告
原
本
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
か
否
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の

報
告
書
は
、
一
九
五
六
年
の
調
査
研
究
の
一
つ
の
総
括
の
意
味
を
持
つ
も

の
で
あ
る
。

　
調
査
は
、
精
神
医
学
的
調
査
、
心
理
学
的
調
査
、
社
会
心
理
学
的
調
査
、

公
的
登
録
資
料
調
査
、
家
庭
訪
問
調
査
、
追
跡
調
査
の
六
種
類
が
行
わ
れ

た
。
徴
兵
検
査
時
の
調
査
な
ど
成
人
後
の
調
査
は
、
研
究
の
頭
初
か
ら
企

画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
精
神
医
学
的
調
査
で
は
、
遺
伝
、
家
庭
状
況
、
学
校
で
の
状
況
、
余
暇

行
動
、
生
育
史
、
身
体
的
疾
患
、
精
神
的
疾
患
、
精
神
－
身
体
医
学
的
症

候
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。
予
備
調
査
で
は
脳
波
も
採
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
診
断
と
予
後
が
判
定
さ
れ
た
。
心
理
学
的
調
査
で
は
、
知

能
テ
ス
ト
、
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
、
青
年
版
T
A
T
、
の
検
査
を
実

施
し
、
そ
の
他
に
精
神
分
析
的
自
我
心
理
学
の
立
場
か
ら
の
診
断
が
な
さ

れ
た
．
社
会
心
理
学
的
調
査
で
は
、
少
年
と
の
面
接
資
料
、
生
育
環
境
と

家
庭
環
境
、
学
校
で
の
状
況
、
交
友
関
係
、
余
暇
活
動
、
飲
酒
・
喫
煙
、

宗
教
、
自
己
申
告
犯
罪
調
査
、
が
行
わ
れ
、
複
数
の
調
査
員
に
よ
る
評
価

が
加
え
ら
れ
た
．
公
的
登
録
資
料
と
し
て
は
、
犯
罪
登
録
、
禁
酒
委
員
会

登
録
、
社
会
救
助
委
員
会
登
録
、
児
童
福
祉
委
員
会
登
録
、
税
務
署
な
ど

が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

　
追
跡
調
査
で
は
、
対
象
者
の
住
所
、
住
民
登
録
の
場
所
、
婚
姻
関
係
、

収
入
、
資
産
、
疾
病
、
家
族
、
扶
養
義
務
、
社
会
保
障
登
録
の
デ
ー
タ
、

警
察
記
録
、
犯
罪
記
録
、
労
働
市
場
局
の
デ
ー
タ
、
教
育
、
禁
酒
等
に
関

わ
る
資
料
な
ど
多
数
の
項
目
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
ぼ
う
大
な
調
査
の
資
料
を
整
理
し
て
、
サ
ル
ネ
ッ
キ
は
、
成
長

し
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
少
年
の
章
で
一
九
八
三
ー
一
九
八
四
年
の
対
象

者
の
状
況
を
示
し
、
次
に
、
少
年
時
と
成
長
後
の
社
会
適
応
の
状
態
を
比

較
分
析
し
、
非
行
予
測
（
社
会
適
応
予
測
）
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
．

　
ω
　
一
九
五
〇
～
一
九
六
〇
年
代
の
少
年
は
、
成
人
後
ど
の
よ
う
な
状

態
に
あ
る
か
。

　
こ
こ
で
は
、
主
た
る
対
象
者
二
八
七
人
を
、
n
群
（
非
行
群
、
但
し
補
導

一
回
）
、
島
群
（
非
行
群
、
但
し
補
導
二
回
以
上
）
、
C
群
（
対
照
群
）
に
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

て
、
各
々
の
現
状
を
示
し
て
い
る
（
第
2
表
、
第
3
表
参
照
）
。
死
亡
に
つ

い
て
み
る
と
、
U
群
の
死
亡
者
の
比
率
は
C
群
の
二
・
五
倍
に
な
っ
て

お
り
、
．
．
・
謡
．
．
群
で
は
実
に
一
三
％
が
一
九
八
三
年
迄
に
死
亡
し
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
大
部
分
が
自
殺
．
事
故
死
．
薬
物
に
よ
る
中
毒
死
で
あ
る
．

C
群
に
は
自
殺
者
は
一
人
も
い
な
い
。
そ
の
他
、
疾
病
登
録
、
犯
罪
の
発

生
、
失
業
率
は
、
い
ず
れ
も
軌
群
に
多
く
現
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
の
人

生
は
暗
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
独
身
生
活
者
、
子
供
と
同
居

し
て
い
な
い
者
も
既
群
に
は
多
い
。
収
入
も
少
な
い
。

　
㈹
　
社
会
適
応
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
著
者
は
、
社
会
適
応
の
程
度
を
次
の
五
段
階
に
分
け
る
。

　
　
1
、
非
常
に
わ
る
い
．
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第2表　成人後の状況

成　人　後　の　地位 D2群 D1群 C群

死亡（1983年〉 11％（61） 8％（131） 1％（95〉

70日以上の疾病（1982年〉 16％（54） 9％（121） 1％（93）

薬物乱用（25歳以上） 15％（58） 7％（127） 1％（95）

拘禁の判決（25－29歳） 26％（58〉 14％（127） 4％（95）

拘禁の判決（30－34歳） 21％（54） 12％（121） 4％（？）

一人当たり平均犯罪数（25－34歳） 29（26） 26　（28） 7（13）

結婚（1982年）

同居の17未満の子（1980年〉

26％（54）

35％（54）

49％（121）

56％（121）

62％（93）

62％（93）

第一子の扶養義務（子と別居の指標） 45％（37） 35％（85） 9％（64）

小学7年修了以下（1970年） 30％（58） 16％（127） 12％（95）

高校3年修了以上（1970年） 3％（58） 7％（127） 23％（95）

大学卒業（1982年） 0％（54） 7％（121） 9％（93）

大学在学（1982年） 5％（54） 16％（121） 24％（93）

失業1975－83年（労働市場局） 19％（54） 9％（121） 5％（93）

徒遊状態（1975年） 38％（54） 16％（121） 6％（93）

　　　父（1960年3月）より低い
職業
　　　父より高い（1980年）

60％（54）

23％

46％（121）

30％

29％（93）

46％

25－29歳に得た年金点（収入の指標，Median） 211（58） 351（125） 377（94）
同上（30－40歳〉 313（54） 401（121） 471（93）

自宅所有（1980年） 21％（54） 20％（121） 48％（93）

？原表では121になっている。 （）内は総人数．Report　No．17，p．23－24．Tab．3．）

第3表死亡者 （％）

群 疾病 事故 自殺 薬物 合計

C群（94，36）

Stockh・lm群（222，40）

D1群（131，36）

D2群（60，36〉

Sk＆群（100，36）

一
3
．
0
1
．
0
1
．
5
一

1．O

O．5

4．5

1．5

6．0

一
〇
．
5
－
7
．
0
4
．
0

一
1
．5
2
．
0
1
．5

3．0

1．0

5．5

7．5

11．5

13．0

合　　計（N） 9 15 9 10 43

（）内は人数と平均年臨（Report　Nα17，p。25，Tab．4．）

90



スウヱーデン犯罪防止委員会の報告書概観（1985年）

　
　
2
、
わ
る
い
。

　
　
3
、
部
分
的
に
適
応
不
良
。

　
　
4
　
よ
し

　
　
5
、
非
常
に
ょ
い
。

　
中
間
を
普
通
と
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
1
は
、

自
殺
、
事
故
死
も
ふ
く
め
て
、
合
法
的
手
段
で
生
活
が
で
き
な
い
、
長
期

の
刑
事
制
裁
を
受
け
て
い
る
、
住
居
が
な
い
、
飲
酒
癖
で
施
設
へ
の
入
退

所
を
反
覆
し
て
い
る
、

状
況
を
さ
す
。
2
は
、

第4表社会適応状態（社会適応尺度ADSOCAD・」による）／

薬
物
の
注
射
に
ょ
る
乱
用
を
行
っ
て
い
る
な
ど
の

相
当
長
期
に
わ
た
り
自
活
で
き
な
い
、
何
回
か
受

D2 D1 C 合計（N）

非常に悪い 25 14 5 13（38）

悪い 23 6 4 9（26）

部分的不良 22 22 18 21（58）

良い 27 42 51 42（117）

非‘舌に良い 3 16 22 15（43）

台Ψ計（N） 100（60） 100（127） 100（95） 100（282）

分煩不能 （1） （4） （0） （5）

（Report　No．17，p，35，Tab．8，）

刑
す
る
、
ア
ル
コ
ー
ル
・

薬
物
の
乱
用
者
と
し
て
の

記
録
を
も
つ
、
乱
用
に
よ

る
病
気
等
を
示
す
者
を
指

す
。
時
た
ま
自
律
し
、
ま

じ
め
に
生
活
し
よ
う
と
努

力
す
る
こ
と
も
あ
る
。
3

は
、
最
低
線
で
や
っ
と
自

活
し
て
い
る
が
、
小
犯
罪

や
、
飲
酒
癖
が
観
察
さ
れ

る
者
を
指
す
。
4
は
、
充

分
自
活
で
き
、
犯
罪
や
薬

物
乱
用
の
事
実
が
公
の
機

関
の
目
に
ふ
れ
ず
（
た
ま

に
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
些
細
な
も
の
）
に
い
る
者
を
指
す
。
5
は
収

入
も
多
く
、
生
活
が
安
定
し
て
い
て
法
違
反
や
薬
物
乱
用
の
記
録
は
な
く
、

家
屋
の
条
件
も
よ
く
、
教
育
も
充
分
受
け
て
い
る
者
を
指
す
。

　
こ
の
分
類
基
準
に
従
っ
て
、
既
、
島
、
C
の
三
群
に
つ
い
て
、
成
人
後

の
適
応
状
況
を
み
た
の
が
第
4
表
で
あ
る
。
島
群
の
二
五
年
後
の
社
会
適

応
の
よ
く
な
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
同
時
に
、
各
群
と
も
4
が
一
番
多

い
こ
と
及
び
跳
群
の
三
％
（
二
人
）
と
軌
群
の
一
六
％
（
二
〇
人
）
が
5
に
、

逆
に
C
群
の
五
％
（
四
人
）
が
ー
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を

む
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
⑥
　
次
に
、
成
人
後
の
社
会
適
応
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
要
因
を
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蟹
）

析
す
る
た
め
に
、
多
重
回
帰
分
析
の
方
法
を
用
い
て
、
一
九
五
六
年
の
調

査
結
果
と
成
人
後
の
社
会
適
応
の
関
係
を
検
討
す
る
。

　
説
明
要
因
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
一
一
～
一
五
歳
時
の
社
会
適
応
、

一
六
～
一
九
歳
時
の
社
会
適
応
、
二
〇
～
二
四
歳
時
の
社
会
適
応
、
一
九

八
三
～
一
九
八
四
年
の
社
会
適
応
、
及
び
精
神
医
学
的
予
測
1
（
処
遇
を

　
　
　
　
（
圏
）

伴
わ
な
い
場
合
）
、
精
神
医
学
的
予
測
2
（
処
遇
が
行
わ
れ
た
場
合
）
、
ロ
ー
ル

シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
に
よ
る
予
後
判
定
、
青
年
版
T
A
T
（
A
A
T
）
に
よ
る

予
後
判
定
、
心
理
学
的
診
断
（
自
我
の
発
達
障
害
）
、
養
育
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

養
育
の
型
、
社
会
心
理
学
的
予
後
診
断
、
非
行
群
（
島
及
び
跳
）
の
自
己

診
断
の
九
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
対
象
者
調
査
の
ぼ
う
大
な
デ
ー
タ
の
中
か
ら
選
ぽ
れ
た
も

の
で
あ
る
．
こ
の
全
体
の
相
関
係
数
表
は
第
5
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の

表
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
略
語
の
意
味
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
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第5表　各要因と社会適応との相関

PSTP　PSTP RASO　AATA PSLO UPBR UPBR SPSP OWNP SOCA SOCA SOCA ADSO
ROGI　ROG2 CRT　SOCR GDIA PROF TYP ROG ROG DJ11 DJ16 DJ20 CADJ

1PSTPROG1 1．00　　．88 ．36　　。39 ．34 ．44 ．45 ．57 ．29 ．54 ．59 ．41 ．43

2PSTPROG2 1．00 ．31　．34 ．34 ．36 ．40 ．48 ．20 。47 ．51 ．35 ．38

3RASOCRT 1．00　．44 ．69 ．18 ．23 ．31 ．04 ．34 ．34 ．28 ．21

4AATASOCR 1．00 ．53 ．33 ．35 ．42 ．05 ．44 ．49 ．38 ．31

5PSLOGDLへ 1．00 ．31 ．24 ．32 ．02 ．40 ．45 ．46 ．35

6UPBRPROF 1．00 ．81 ．61 ．30 ．46 ．46 ．36 ．29

7UPBRTYP 1．00 ．64 ．19 ．47 ．45 ．40 ．37

8SPSPROG 1．00 ．29 ．58 ．61 ．46 ．41

90WNPROG 1．00 ．17 ．10 ．01 ．01

TOTAL（1－9） （ 1．OO ） ．66 ．70 ．52． ．48

SOCADJ11－15 1．00 ．63 ．58 ．53

SOCADJ16－19 1．00 ．69 ．88

SOCADJ20－24 1．00 ．77

ADSOCADJ 1．00

（Report　No，17，p．40，Tab．10，p・62，Tab．13，p．66，Tab．15〉
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第
5
表
か
ら
判
る
よ
う
に
、

後
の
社
会
適
応
が
高
い
相
関
を
示
し
て
い
る
．

で
は
、
精
神
医
学
的
診
断
と
社
会
心
理
学
的
診
断
と
の
成
人
後
の
社
会
適

応
の
相
関
が
高
い
。
た
だ
、
精
神
医
学
的
診
断
と
社
会
心
理
学
的
診
断
と

で
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
事
項
が
根
拠
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
著
者
の
総
括
の
主
な
点
を
拾
っ
て
い
く
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
1
、
社
会
適
応
の
問
題
に
は
一
種
の
一
貫
性
が
あ
り
、
少
年
期
に
適
応

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
者
は
成
人
後
も
同
じ
よ
う
に
適
応
問
題
に
ぶ
つ
か
っ

て
い
る
。

　
2
、
し
か
し
、
少
年
期
に
非
行
歴
の
あ
る
者
の
中
に
も
、
成
人
後
安
定

し
て
い
る
者
が
い
る
。
又
そ
の
逆
も
あ
る
。
た
だ
、
割
合
か
ら
い
え
ば
、

精
神
医
学
的
予
後
診
断
1

精
神
医
学
的
予
後
診
断
2

ロ
ー
ル
シ
ヤ
ッ
ハ

＞
｝
円
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

心
理
学
的
予
後
診
断

　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

養
育
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　
（
3
1
）

養
育
の
型

社
会
心
理
学
的
予
後
診
断

非
行
少
年
の
自
己
診
断

社
会
適
応
（
数
字
は
年
齢
）

成
人
後
の
社
会
適
応
（
一
九
八
三
－
八
四
年
）

　
　
　
一
六
～
一
九
歳
の
時
の
社
会
適
応
と
成
人

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
九
個
の
予
測
変
数
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少
年
期
に
非
行
の
あ
っ
た
者
の
成
人
後
の
社
会
適
応
が
改
善
す
る
可
能
性

は
、
そ
う
で
な
か
っ
た
者
と
比
べ
て
小
さ
い
。

　
3
、
軌
群
と
oQ
鼠
群
と
が
成
人
後
ほ
ぽ
同
様
の
社
会
適
応
状
況
を
示

し
た
こ
と
か
ら
、
施
設
収
容
の
効
果
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
性
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
．
が
、
重
大
な
犯
罪
記
録
を
も
つ
者
の
成
人
後
の
社
会
適

応
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

　
4
、
少
年
時
の
状
態
か
ら
そ
の
成
人
後
の
社
会
適
応
を
予
測
し
た
場
合
、

見
込
の
悪
い
者
が
よ
い
社
会
適
応
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
又
、
一
般
に
、

社
会
適
応
の
状
態
は
比
較
的
に
良
い
状
態
に
向
う
傾
向
が
あ
る
．
個
々
的

に
み
て
、
少
年
期
よ
り
適
応
状
態
が
悪
化
し
た
の
は
全
体
の
一
・
五
％
ぐ

ら
い
で
あ
っ
た
。

　
5
、
少
年
期
に
み
ら
れ
る
初
期
の
社
会
適
応
の
問
題
は
、
将
来
成
人
後

の
社
会
適
応
状
態
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
方
、
十
代
に
予
想

さ
れ
た
の
と
は
全
く
違
っ
た
方
向
に
成
長
す
る
可
能
性
も
大
ぎ
い
。

　
6
、
少
年
期
の
条
件
で
後
の
社
会
適
応
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

は
、
養
育
の
あ
り
方
、
少
年
本
人
の
自
己
の
要
求
水
準
へ
の
適
応
、
友
人

関
係
等
で
あ
り
、
社
会
階
層
の
問
題
は
、
下
層
の
出
身
の
者
の
社
会
適
応

は
上
層
の
者
よ
り
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
余
り
大
き
な
意

味
は
も
た
な
い
。
同
様
に
家
庭
の
型
（
離
散
し
て
い
る
か
否
か
）
、
地
域
の

非
行
性
も
大
き
な
意
味
を
も
た
な
い
。

　
7
、
非
行
少
年
に
関
す
る
社
会
適
応
の
問
題
の
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
知

見
に
よ
っ
て
一
般
の
少
年
の
将
来
の
社
会
適
応
を
占
な
う
の
は
困
難
で
、

む
し
ろ
、
一
般
化
は
危
険
で
あ
る
。

　
8
、
個
人
の
将
来
の
社
会
適
応
を
早
期
に
予
測
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
常
に
社
会
適
応
の
悪
い
者
の
限
ら
れ
た
グ

ル
ー
プ
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
．
同
様
に
、

良
い
社
会
適
応
を
示
す
者
の
限
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
見
出
す
こ
と
も
不
可

能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
9
、
精
神
医
学
も
心
理
学
も
社
会
心
理
学
も
、
お
そ
ら
く
．
同
一
の
現

実
を
各
々
の
立
場
で
観
察
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら

の
相
互
の
相
関
は
か
な
り
高
い
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
次
に
第
八
の
報
告
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
上
記
の
調
査
対
象
者
が

成
人
後
注
射
に
よ
る
薬
物
乱
用
を
行
っ
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
、
そ
の
有

無
に
よ
っ
て
二
つ
の
群
を
作
り
、
そ
れ
以
外
の
条
件
毎
に
両
群
を
比
較
し

て
い
る
。
研
究
対
象
の
主
群
（
二
八
七
人
）
に
つ
い
て
死
亡
者
も
ふ
く
め

て
薬
物
の
乱
用
の
有
無
を
み
る
と
、
乱
用
者
は
三
二
人
、
非
乱
用
者
は
二

五
五
人
で
あ
る
。
そ
の
者
の
少
年
時
代
の
条
件
を
し
め
す
と
第
6
表
の
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
少
年
時
代
の
少
年
の
社
会
適
応
、
少
年
の
行
動
と
の

関
係
を
示
す
と
第
7
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
二
つ
の
表
か
ら
個
体
、
社
会
環
境
の
両
面
で
負
因
の
大
き
か
っ
た

者
が
成
人
後
薬
物
乱
用
に
走
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
一
〇
、
O
O
O
人
の
同
年
齢
の
者
の
母
集
団
を
想
定

し
た
場
合
、
そ
の
六
％
（
昨
六
〇
〇
人
）
が
一
一
～
一
五
歳
の
間
に
犯
罪
で

警
察
に
補
導
さ
れ
、
残
り
の
九
、
四
〇
〇
人
は
無
事
に
す
ご
す
。
非
行
群

六
〇
〇
人
の
中
の
四
〇
〇
人
は
非
行
を
一
回
す
る
だ
け
で
、
二
回
以
上
く
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（％）
第6表　薬物乱用と少年時の状態

条　　　件 非乱用者 乱用者

11－15歳時に一家離散 24 22

少年出産時母20歳未満 6 30

不安定な成育環境 1 67

低い物質的生活水準 34 79

11－15歳時の親との同居程度低 12 85

気まぐれで緩い養育態度 4 24

良い養育態度 75 9
実親又は養親のアルコール乱用 5 79

実親又は養親の犯罪歴 14 19

家庭環境全体が不良 18 88

総数，非乱用者255，乱用者32。（PM1985－11，p．12，Tab。2．）

r％）
第7表　少年時の行動など

行　　　動 非乱用者 乱用者

　　　　　　　　　　　なし
登校拒否
　　　　　　　　　　　多い

78

3
6
1
1　　　　　　　　　　　良い

学校への全体的適応
　　　　　　　　　　　不良

85

4
7
2
1　　　　　　　　　　　なし

友人の非行性
　　　　　　　　　　　大

64

10
6
8
4　　　　　　　　　　　良い

余暇の内容
　　　　　　　　　　　不良

51

0
1
6
9　　　　　　　　　　　良い

要求への適応
　　　　　　　　　　　不良

87

4

11

10

　　　　　　　　　　　良い
社会適応全体（11－15歳）
　　　　　　　　　　　不良

79

4
0
2
2　　　　　　　　　　　良い

社会適応全体（16－18歳）
　　　　　　　　　　　不良

904

1
2
2　　　　　　　　　　　良い

社会心理学的診断
　　　　　　　　　　　不良

722

3
7
2

り
返
す
の
は
二
〇
〇
人
に
な
る
。
一
方
、
成
人
後
の
薬
物
乱
用
者
二
〇
〇

人
の
う
ち
、
U
群
に
属
す
る
の
は
、
五
〇
人
、
軌
群
に
属
す
る
の
は
四
七

人
、
そ
し
て
一
〇
三
人
は
C
群
に
属
す
る
と
い
う
。
上
の
二
つ
の
数
を
合

わ
せ
る
と
、
C
群
は
九
、
四
〇
〇
人
中
一
〇
三
人
で
約
一
％
、
軌
群
は
四

〇
〇
人
中
五
〇
人
で
約
一
二
％
、
跳
群
は
二
〇
〇
人
中
四
七
人
で
二
四
％

　
（
3
2
）

に
な
る
。
こ
こ
で
著
者
が
問
題
に
す
る
の
は
、
二
〇
〇
人
の
乱
用
者
の
五

〇
％
強
が
少
年
時
代
に
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
者
の
中
か
ら
生
じ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
母
集
団
が
非
常
に
大
き
い
（
だ
か
ら
発
生
率
は
一
％
）
こ
と

も
あ
る
が
、
研
究
結
果
を
実
際
に
活
用
す
る
上
で
は
困
難
を
も
た
ら
す
と

（PM1985－11，p。15，Tab．3）

す
る
。
薬
物
乱
用
予
防
対
策
を
上
の
三
個
の
群
す
べ
て
に
つ
い
て
考
え
る

と
す
れ
ば
、
全
て
の
少
年
を
そ
の
対
象
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
そ
こ
で
．
右
の
非
行
群
、
統
制
群
別
の
方
法
を
や
め
、
薬
物
乱
用
の
発

現
の
有
無
だ
け
を
み
て
、
そ
れ
と
、
第
6
表
及
び
第
7
表
の
一
五
の
項
目

（
最
後
の
三
項
目
を
除
く
）
と
の
関
係
か
ら
予
測
表
を
作
成
す
る
こ
と
を
試

み
て
い
る
。

　
著
者
が
結
論
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
誰
で
も
薬
物
乱
用
者
に
な
り
得
る

と
い
う
こ
と
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
社
会
的
背
景
を
無
視

す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
成
年
後
に
社
会
的
に
大
き
い
問
題
を
作
り
出
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第8表　研究の一覧

研　究名 地域・期間・対象の数 研究の主題 主　要　資　料

Gavle　Study
Gavle市1968－70，1973－75

N＝989

犯罪者一被害者関係と

特徴，犯罪状況

警察記録，前科記録

福祉記録，住民記録等

警察地区調査
56市，21警察地区

N＝5889

都市間，都市内，都市農

村間の相違

警察記録，住民記録等

大都市調査
St・ckh・lm市Jan－Ju1，1982

Nニ940

都市間の相違，犯罪者一

被害者関係・特徴

警察記録，薬物記録，非

行記録，住民記録等

Cohort調査
大Stockholm地区

1953－Ju1．1979

初発年齢，分布，継続，

特殊化

Cohort群の犯罪的，社会的背景

（大者肺Proj㏄t　database）

Stockholm市

粗暴犯罪調査

Stockholm市1978－1979 大都市粗暴犯罪の予備調

査

警察記録

地域変動調査
国内70地域1978 粗暴犯罪と他の社会間題，

失業，酒精消費・乱用の関係

社会庁及ぴStockholm大

学作成のdatabase

（Report　No．15，p．14，Schedule1，）

す
危
険
の
あ
る
少
年
は
、
同
時
に
薬
物
乱
用
者
に
な
る
危
険
性
を
負
っ
て

い
る
少
年
で
も
あ
る
。
反
社
会
性
の
発
現
形
式
は
偶
然
に
よ
る
も
の
で
、

犯
罪
防
止
活
動
も
薬
物
乱
用
防
止
活
動
も
と
も
に
、
そ
の
機
会
を
減
少
さ

せ
る
方
向
に
も
む
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
個
人
を
目
的
と
す
る
長
期
的

措
置
と
は
別
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
第
九
の
報
告
書
は
、
刑
事
訴
訟
手
続
の
内
外
で
被
害
者
の
救
済
手
段
が

ど
の
よ
う
に
講
じ
ら
れ
、
制
度
化
さ
れ
て
い
る
か
を
述
べ
た
も
の
。

第
一
〇
の
報
告
書
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
薬
物
間
題
の
概
要
を
述

　
　
　
（
認
）

べ
て
い
る
も
の
。

　
第
一
一
の
報
告
書
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
三
年
の
間
に
著
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
っ
て
来
た
研
究
調
査
を
一
編
に
集
大
成
し
た
も
の
で

あ
る
．
こ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
研
究
は
、
全
て
人
身
犯
罪
に
関
す
る
研
究
で
、

著
者
は
そ
れ
ら
を
、
盆
二
①
o
Q
一
＆
ざ
弓
ぽ
曽
男
良
8
U
馨
浮
・
oo
け
＆
ざ

切
碍
9
蔓
O
ユ
巨
①
幹
＆
ざ
臼
『
o
O
o
げ
o
詳
望
＆
ざ
目
ぎ
寄
笹
o
づ
費
一

く
巽
響
一
9
ω
葺
身
噛
↓
冨
塑
8
浮
〇
一
ヨ
く
巨
曾
廿
9
冒
①
幹
＆
累
と
呼

ん
で
い
る
。

　
こ
の
六
個
の
研
究
の
内
容
方
法
等
は
、
第
8
表
の
通
り
で
あ
り
、
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
を
生
態
学
的
研
究
（
9
。
一
。
讐
邑
警
＆
図
）
の
視
点
で
総
合
す

る
こ
と
が
、
本
報
告
書
の
目
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
報
告
書
は
、
一
、
記
録
さ
れ
た
粗
暴
犯
罪
と
現
実
の
粗
暴
犯
罪
、
二
、
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第9表　警察記録に基づく人身犯罪の推定数

警察記録 推定1 推定2

軽度，未知，家屋外 29 39 23

重大，未知，家屋外 21 7 6
軽度，知合，家屋内 21 36 54

重大，知合，家屋内 14 5 4
軽度，知合，家屋外 6 8 10

重大，知合，家屋外 5 2 1
軽度，未知，家屋内 3 3 2
重大，未知，家屋内 1 0 0

計 100 100 100

（N＝） （2，372） （6，859） （9，059）

（Report　No．15，p．49，Tab．12．）

第10表　人身犯罪の分類

全事件

1騰欝1雛i

　　　　　　　　　　　　　　　・（8）

　　　　　　（RepQ就No．15，p．74，Fig。5．）

介入・

犯
罪
状
況
”
犯
罪
者
と
被
害
者
の
特
徴
、
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
に
お
け
る
粗

暴
犯
犯
罪
者
。
三
、
生
態
学
的
側
面
“
時
間
的
変
動
、
地
域
的
変
動
、
都

市
農
村
間
の
相
違
、
都
市
間
の
相
違
、
都
市
内
の
変
化
．
四
、
結
論
部
分
、

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
で
は
、
暗
数
と
検
挙
率
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
暗
数
に
つ
い
て
、

そ
れ
に
影
響
す
る
要
因
と
し
て
犯
罪
の
重
大
さ
、
犯
罪
者
と
被
害
者
の
社

会
的
距
離
、
犯
罪
の
目
に
つ
き
や
す
さ
　
（
募
ま
一
ξ
）
を
と
り
上
げ
て
お

り
、
こ
の
三
個
の
要
因
か
ら
人
身
犯
罪
に
お
け
る
暗
数
の
出
現
度
を
次
の

よ
う
に
分
け
て
い
る
。
暗
数
の
少
な
い
方
か
ら
、
ω
、
重
大
な
人
身
犯
、

その他

英
語
で
一
”
鼠
這
曾
試
自

も
の
と
し
て
い
る
が
．
）
が
今
ひ
と
つ
具
体
的
で
な
い
の
が
、

理
解
を
困
難
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

人
身
事
件
は
八
つ
に
分
け
ら
れ
、

齢
、
国
籍
な
ど
に
よ
る
構
成
が
示
さ
れ
て
い
る

コ
ー
ル
と
の
関
係
、

が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
あ
り
、
犯
行
の
動
機
に
か
か
わ
る
部
分
へ
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い

し
て
、
検
討
は
、

　
図
、
重
大
で
な
い
人
身
犯
中
犯
人
と
被
害
者
が
未
知

　
な
も
の
、
㈹
、
働
の
中
で
家
屋
内
で
犯
罪
が
行
わ
れ

　
な
か
っ
た
も
の
、
㈲
、
㈹
の
中
で
家
屋
内
で
犯
罪
が

行
わ
れ
た
も
の
。
以
上
の
ω
～
㊨
の
相
互
の
比
率
を

　
著
者
は
、
ω
を
一
と
し
た
場
合
に
、
働
を
三
、
⑥
を

　
四
、
（
又
は
六
）
、
㈲
を
五
（
又
は
一
〇
）
と
推
定
し
て

　
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
事
件
数
の
推
定
は
第
9
表
の
よ

　
う
に
な
る
。
そ
の
他
、
被
害
者
、
年
齢
、
曜
日
、
地

域
の
違
い
に
よ
る
暗
数
の
推
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
第
二
部
で
は
、
人
身
犯
罪
の
理
論
的
な
説
明
を
試

　
み
る
．
こ
こ
で
は
、
行
為
者
よ
り
も
行
為
に
焦
点
が

あ
て
ら
れ
て
お
り
、
第
1
0
表
の
よ
う
な
人
身
犯
罪
の

　
分
類
が
示
さ
れ
る
．
こ
れ
は
キ
ュ
ー
ル
ホ
ル
ン
の
葛

　
　
　
（
謎
）

　
藤
の
分
類
と
は
別
の
視
点
を
と
っ
て
い
る
。
著
者
が

　
　
と
表
現
す
る
介
入
（
著
者
は
こ
れ
を
葛
藤
に
先
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
分
類
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
こ
の
表
に
よ
っ
て
全
て
の

　
　
　
　
　
　
そ
の
各
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
毎
に
、
性
別
、
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
そ
の
他
、
前
歴
、
ア
ル

　
暴
力
的
手
段
、
武
器
の
使
用
、
犯
行
の
場
所
・
時
間

　
　
　
。
あ
く
ま
で
も
、
犯
罪
の
状
況
の
分
析
に
力
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
そ

暴
力
事
件
（
ぎ
一
。
三
①
さ
邑
　
の
構
造
の
分
析
に
す
す
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む
。
こ
こ
で
は
、
大
都
市
調
査
の
デ
ー
タ
（
九
四
〇
例
）
の
内
容
分
析
が
中

心
で
あ
る
．
抽
出
さ
れ
た
分
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
．
1
青
少
年
ギ
ャ
ン

グ
の
喧
嘩
、
2
前
歴
者
間
の
喧
嘩
、
3
年
長
（
失
業
？
）
者
間
の
喧
嘩
、

4
外
国
人
の
事
件
、
5
女
性
を
被
害
者
と
す
る
事
件
、
6
業
務
従
事
中
の

者
に
対
す
る
事
件
。

　
次
に
、
著
者
は
一
九
五
三
年
生
れ
の
者
の
コ
ー
ホ
ー
ト
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
人
身
犯
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
総
数
一
五
、
一
一
七
人

の
う
ち
、
二
、
三
八
七
人
（
一
九
％
）
が
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
。
二
一
％

が
二
回
以
上
の
犯
罪
を
起
し
て
い
る
．
勿
論
窃
盗
が
一
番
多
い
．
人
身
犯

罪
を
起
し
て
い
る
の
は
五
九
一
人
（
四
％
）
で
あ
る
。
そ
の
中
の
五
八
％

は
。
幕
立
ヨ
Φ
。
浮
民
霧
で
あ
る
．
犯
罪
を
犯
し
て
い
た
者
の
五
分
の
一
は

最
低
一
回
人
身
犯
を
犯
し
て
い
る
．
人
身
犯
は
十
六
歳
を
こ
す
と
急
に
ふ

え
る
．
そ
し
て
、
一
八
ー
一
九
歳
で
最
大
に
な
る
．
一
九
七
九
年
ま
で
の

数
で
、
人
身
犯
一
回
の
者
が
最
大
．
全
人
身
犯
罪
一
、
二
九
〇
件
の
約
半

分
六
四
五
件
を
一
九
％
（
二
三
人
）
の
人
間
が
犯
し
て
い
る
。
窃
盗
を

中
心
と
す
る
他
の
犯
罪
で
は
、
若
年
の
時
に
初
回
の
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
人
身
犯
で
は
、
こ
れ
と
逆
比
例
し
て
、
年
齢
が
高
く
な
っ
て
か
ら

の
初
回
者
の
方
が
多
い
。
そ
し
て
、
大
多
数
は
一
回
限
り
の
犯
罪
者
で
、

反
覆
す
る
者
は
少
な
い
．
し
か
も
、
純
粋
な
暴
力
事
犯
だ
け
の
反
覆
者
は

稀
で
あ
る
．
反
覆
が
あ
っ
て
も
一
年
以
内
に
概
ね
収
ま
っ
て
い
る
．

　
第
三
部
の
生
態
学
的
研
究
に
お
い
て
も
、
著
者
は
行
為
を
中
心
に
考
え

て
い
る
．
の
訂
ヨ
冒
。
ζ
冤
に
連
な
る
研
究
は
犯
罪
者
の
居
住
す
る
地
域

の
特
徴
を
分
析
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
の
犯
罪
の
発
生
す
る
場
所
の

研
究
と
し
て
の
地
域
の
研
究
を
考
え
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
違
っ
て
歴
史

的
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
地
域
構
造
を
も
つ
国
と
し
て
、
日
本
と
同
様
に
、

居
住
地
と
行
為
地
と
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
．
著
者
に

よ
れ
ば
、
人
身
犯
の
約
10
％
は
、
余
暇
に
、
都
市
の
盛
り
場
で
行
わ
れ
て

い
る
と
さ
れ
る
．
と
く
に
、
第
10
表
に
示
す
分
類
で
い
う
と
、
ω
、
ω
の

八
○
％
、
㈲
の
六
九
％
、
⑥
の
六
一
％
、
ω
の
五
六
％
、
⑥
の
三
七
％
は

盛
り
場
（
8
暮
邑
語
乱
亀
些
①
。
尋
）
で
発
生
し
て
い
る
と
い
う
。

　
次
い
で
、
人
身
犯
の
一
九
五
〇
年
以
降
の
歴
史
的
変
化
、
季
節
変
動
、

週
間
変
動
、
一
日
の
二
四
時
間
内
の
変
動
を
各
々
の
人
身
犯
の
種
類
に
関

連
さ
せ
て
分
析
し
て
い
る
．
更
に
、
犯
罪
の
地
域
的
な
変
動
を
、
社
会
問

題
、
失
業
間
題
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
、
ア
ル
コ
ー
ル
乱
用
、
都
市
化
の
各

指
標
と
関
連
さ
せ
て
分
析
し
て
い
る
。

　
分
析
方
法
は
内
容
分
析
の
方
法
で
、
四
個
の
要
因
が
合
わ
せ
て
、
七
二

％
の
変
動
を
説
明
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
四
個
と
は
、
1
，
社
会
保
障
、

飲
酒
、
犯
罪
一
般
、
H
、
失
業
、
失
業
救
済
事
業
、
早
期
退
職
、
皿
、
ス

ピ
リ
ッ
ッ
類
の
消
費
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
、
W
、
禁
酒
保
護
対
象
等
で
あ

（
鋳
）

り
、
1
を
一
般
的
社
会
問
題
、
H
を
労
働
市
場
問
題
、
皿
を
ア
ル
コ
ー
ル

消
費
問
題
と
し
て
い
る
．
W
に
つ
い
て
は
特
に
と
り
上
げ
な
い
。
こ
れ
ら

の
要
因
と
人
身
犯
の
関
係
が
地
域
毎
に
分
析
さ
れ
る
．
結
果
は
、
要
因
1

と
人
身
犯
の
相
関
だ
け
が
は
っ
き
と
み
と
め
ら
れ
、
他
は
は
っ
き
り
し
な

か
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
都
市
地
域
と
非
都
市
地
域
と
の
比
較
で
は
、
人
身
犯
は
都
市
地
域
の
方

に
約
四
倍
多
く
発
生
し
て
い
る
．
犯
罪
者
・
被
害
者
の
性
別
分
布
に
は
変
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第11表　地区の特徴と犯罪，犯罪者，被害者の千分比の相関係数零

21都市地域 ストックホルム市

地区の特徴
犯罪 犯罪者 被害者 犯罪 犯罪者 被害者

平均収入 一7 一15 一15 6 一36 一40

収入のheterogenity 一5 一13 一18 28 一39 一30

14歳未満の者（％） 一22 0 O 一16 1 一7

60歳以上の者（％） 10 一8 一8 4 一16 一17

15歳以上の女性（％） 一11 一4 一6 一17 一3 一9

外国籍の者（％） 5 35 38 8 32 41

家屋の大きさ（平均） 一22 一12 一14 一13 一10 一14

1－2人家族（％） 一20 一27 一29 一11 一35 一37

公営住宅居住（％） 一2 30 32 一6 47 44

小住宅居住（％） 16 19 21 32 17 23

大住宅居住（％） 一10 一23 一24 一1 一36 一3S

老朽住宅居住（％） 16 一5 一3 13 一26 一20

児童と同居の家庭（％） 一21 一3 一5 一15 一1 一2

欠損家庭（％） 29 33 43 11 36 40

空家（％） 9 23 23 42 2 14

就労の場所（％） 44 4 5 36 一4 14

職場の労働者の数 29 3 5 12 4 3
商業中心地 55 5 9 87 一8 5
市の中心からの距離 一26 一8 一12 一24 8 2
過密家族（％） 8 26 26 3 28 33

ブルーカラー（％） 一3 5 2 一8 43 32

社会保障受給（％） 25 47 40 7 50 47

就労婦人（％） 一6 一4 一2 一25 32 29

化
な
く
、
年
齢
で
は
、
二
〇
～
三
九
歳
の
層
が
都
会
に
多
く
、
そ
の
上
下

の
年
齢
層
は
田
舎
に
多
い
．
都
市
地
域
の
事
件
は
未
知
の
者
の
間
の
事
件

が
多
く
、
田
舎
で
は
、
既
知
の
者
の
間
の
事
件
の
比
率
が
大
き
い
．
実
数

で
は
、
都
市
地
域
と
田
舎
と
で
、
家
族
間
の
事
件
数
に
大
き
い
相
違
は
な

（Repo質No．15，p．204，Tab．88．およびp．240，Tab・105．）．数値は100倍されている。

U
一
。
農
鼠
昌
8
目
網
2
一
〇
㎎
網

　
得
ら
れ
た
事
実
は
、

生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

は
都
市
の
周
辺
に
集
ま
る 　

い
．
犯
罪
の
発
生
場
所
は
、
家
屋
内
で
の
発
生

　
数
は
双
方
ほ
ぼ
同
じ
で
、
街
路
で
の
事
件
は
都

　
市
地
域
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
相
違
の
説
明
要
因

　
と
し
て
は
、
都
市
地
域
と
田
舎
で
の
人
間
の
接

　
触
の
密
度
と
性
質
の
違
い
、
社
会
問
題
の
量
と

　
質
の
違
い
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
都
市
と
都
市
の
間
の
相
違
を
説
明
す
る
要
因

　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
性
格
、
非
居
住
者
の

　
数
、
都
市
に
特
殊
な
イ
ベ
ン
ト
の
存
在
、
社
会

　
問
題
を
も
っ
た
個
人
の
数
だ
と
さ
れ
る
。

　
　
都
市
内
の
地
区
毎
の
相
違
（
馨
準
。
ξ
象
－

　
馬
霞
9
8
）
の
分
析
に
当
っ
て
著
者
は
．
類
貰
傷
を

　
一
単
位
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
人
口
四
八
一

　
人
以
上
の
≦
鶏
血
を
三
九
九
個
所
え
ら
び
、

　
各
≦
胃
α
毎
に
二
〇
項
目
の
事
項
を
調
査
し
、

　
そ
れ
を
、
犯
罪
行
為
、
犯
罪
者
、
被
害
者
に
つ

　
い
て
比
較
し
て
い
る
．
又
興
味
の
あ
る
分
析
方

　
法
と
し
て
、
被
害
者
と
犯
罪
者
の
相
互
の
犯
罪

　
発
生
地
と
の
距
離
を
九
個
の
型
に
分
け
る

　
　
（
お
）

（
距
離
の
型
）
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

都
市
の
人
身
犯
は
都
市
の
中
心
部
に
集
中
的
に
発

　
　
　
　
。
し
か
し
、
犯
罪
者
、
被
害
者
の
住
所

　
。
そ
し
て
、
犯
罪
者
の
発
生
す
る
地
区
は
社
会
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（
訂
）

問
題
地
区
て
あ
り
、
社
会
的
ラ
ン
ク
の
高
い
地
区
に
は
少
な
い
。
都
市
中

心
部
（
盛
り
場
）
の
人
身
犯
は
、
そ
れ
以
外
の
都
市
地
域
内
の
人
身
犯
と

は
異
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
の
中
心
部
を
除
け
ば
、
犯
罪
の
発
生
地
の
分
布
と
、
被
害
者
及
び

犯
罪
者
の
居
住
地
の
分
布
と
は
同
じ
に
な
る
．
人
身
犯
罪
は
、
犯
罪
者
、

被
害
者
の
住
居
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
で
起
る
場
合
が
一
番

多
い
と
い
う
指
摘
が
興
味
を
ひ
く
．
女
性
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
地
域

で
の
被
害
が
最
大
だ
と
い
う
。
た
だ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の
場
合
は
、

他
の
都
市
地
域
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

双
方
の
デ
ー
タ
の
関
係
を
示
す
表
を
、
第
n
表
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
に
す

る
。　

第
一
二
の
資
料
ば
、

現
在
の
英
訳
で
あ
る
、

ス
占
エ
ー
デ
ン
の
裁
判
所
手
続
法
の
一
九
八
四
年

第
二
二
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
第
八
の
報
告
書
と
と
も
に
説
明
し
た
。

　
第
一
四
の
資
料
は
昨
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
経
済
犯
罪
に

　
　
　
　
　
（
遇

関
す
る
国
際
会
議
の
報
告
で
あ
る
。
参
加
者
に
よ
る
個
別
報
告
六
本
と
三

つ
の
分
科
会
の
討
議
結
果
の
報
告
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
歓
迎
演
説
も
ふ
く
め
て
、
七
本
の
報
告
の
演
題
と
報
告
者
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
　
い
窪
⇒
騨
旨
蜜
図
包
σ
g
一
｛
．
》
琶
、
o
器
o
隔
≦
の
一
8
g
。
　
ε
9
0
　
ぎ
8
7

　
　
　
霊
諏
8
巴
響
醜
＄
ぎ
7
0
0
忌
9
6
蓉
。
9
目
8
ぎ
含
o
Q
胃
§
①

　
　
0
8
霞
窃
国
の
一
一
⑦
拐
守
g
・
ヨ
ざ
9
一
馨
一
の
。
馨
汐
一
。
暮
一
8
馬
。
吋

　
　
　
菊
Φ
の
①
魯
周
O
げ

　
　
言
3
①
一
ピ
①
二
＞
♀
冒
ぎ
。
一
。
鴨
。
巴
帥
＆
ω
。
。
一
。
一
。
鴨
。
巴
ト
ロ
胃
轟
9

　
　
　
ε
8
訂
o
ユ
窃
o
h
餌
ロ
伍
切
窃
＄
り
o
『
一
暮
o
国
8
⇒
o
冨
一
〇
〇
ユ
ヨ
①

　
　
の
8
嘗
R
の
嘗
O
B
国
。
g
o
巨
o
O
吋
ぎ
o

　
　
O
銃
窃
O
毒
鼠
富
¢
o
P
ω
o
ヨ
①
Z
o
8
。ρ
お
讐
鼠
ぎ
α
q
　
冒
導
品
①
目
①
⇒
げ

　
　
　
目
ぎ
o
蔓
－
寓
薯
夷
の
毎
即
＆
国
o
o
ぎ
鼠
o
O
ユ
巨
霧

　
　
函
宣
羨
目
a
の
ヨ
鋼
ロ
戸
冒
鼠
毎
騨
訂
8
巴
閃
畠
の
鷺
9
同
霧
犀
の
σ
爵
Φ

　
　
　
困
o
髭
o
一
国
0
8
0
巨
。
O
ユ
簿
o
ー
ヰ
o
窮
鋼
O
ユ
鼠
ぎ
一
〇
讐
s
一
即
μ
α

　
　
　
筒
ξ
お
質
q
号
暮
宣
一
℃
o
一
暮
o
暁
く
δ
要

　
　
穿
器
》
≦
帥
Φ
ぎ
き
国
。
g
o
巨
。
○
ユ
ヨ
⑦
⇒
。
ヨ
爵
Φ
筒
霞
凶
¢
鷺
＆
。
昌
亨

　
　
　
帥
巴
》
8
の
9

　
各
々
の
報
告
者
に
よ
っ
て
経
済
犯
罪
へ
の
接
近
の
仕
方
は
異
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

　
会
議
の
テ
ー
マ
は
三
つ
に
分
れ
、
1
犯
罪
学
的
、
社
会
学
的
観
点
、
2

　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）

罪
目
的
に
用
い
る
も
の
、
国
家
の
経
済
的
利
益
を
害
す
る
犯
罪
、
国
の
経

る
が
、
全
体
と
し
て
、
経
済
犯
罪
の
輪
廓
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
．
薬
物
、

売
春
な
ど
の
違
法
な
企
業
活
動
、
脱
税
、
補
助
金
の
不
正
取
得
、
破
産
詐

欺
な
ど
の
犯
罪
の
ほ
か
、
企
業
が
通
常
の
営
業
活
動
の
中
で
犯
す
い
わ
ゆ

る
会
計
上
の
犯
罪
、
更
に
環
境
汚
染
、
消
費
者
保
護
に
か
か
わ
る
犯
罪
な

ど
が
幅
広
く
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

経
済
的
観
点
、
3
法
律
的
観
点
の
三
つ
の
分
科
会
が
、
こ
れ
ら
を
各
々
扱

っ
て
い
る
．
第
一
の
分
科
会
で
は
、
経
済
犯
罪
が
、
企
業
を
積
極
的
に
犯
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済
統
制
法
規
の
違
反
の
三
種
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
各
々
に
伝
統
的
な
犯
罪

理
論
の
適
用
の
能
否
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
国
家
、

国
民
、
経
済
（
企
業
）
の
三
者
関
係
の
緊
張
の
中
に
経
済
犯
罪
を
位
置
づ

け
て
い
る
。
第
二
の
分
科
会
で
は
、
従
業
員
や
個
人
営
業
者
の
犯
罪
と
企

業
体
そ
の
も
の
に
よ
る
犯
罪
が
分
け
て
と
ら
え
ら
れ
、
国
際
金
融
市
場
に

お
け
る
犯
罪
を
新
し
い
領
域
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
責
任
、
違
法
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

概
念
よ
り
は
、
有
害
と
い
う
概
念
が
選
ぽ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．

第
三
の
分
科
会
で
は
、
経
済
犯
罪
に
対
す
る
制
裁
の
種
類
、
法
人
の
処
罰
、

代
表
者
の
処
罰
、
有
罪
、
挙
証
責
任
、
一
般
条
項
、
法
曹
の
専
門
教
育

（
企
業
経
営
に
つ
い
て
）
な
ど
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
報
告
者
の
報
告
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
る
と
、
国
亀
Φ
塗
（
ベ
ル
ギ

！
）
は
、
イ
デ
オ
β
ギ
ー
的
視
点
の
重
要
性
を
、
U
①
〈
ズ
イ
ギ
リ
ス
）
は
、

研
究
実
施
上
の
詳
細
な
留
意
点
を
、
o
Q
㌶
Q
目
（
ノ
ル
ゥ
ェ
イ
）
は
、
経
営
倫

理
に
つ
い
て
、
O
垢
鼠
く
器
9
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
は
、
主
に
脱
税
問
題
に
つ

い
て
、
納
税
の
強
制
と
納
税
の
道
徳
的
義
務
と
の
対
立
を
、
目
＆
豊
導

（
西
ド
イ
ッ
）
は
、
有
害
行
為
と
し
て
の
経
済
犯
罪
の
理
解
に
立
っ
て
、
問

題
点
を
包
括
的
に
、
妻
一
窪
霞
（
ハ
ン
ガ
リ
2
）
は
、
国
の
経
済
政
策
を
重
視

し
た
立
場
で
、
各
々
経
済
犯
罪
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
第
一
五
の
資
料
は
．
一
九
八
四
年
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
原

資
料
は
、
甲
葺
当
讐
9
8
げ
国
ユ
巨
ロ
巴
零
犀
涛
（
ω
閑
＞
あ
お
。
。
ω
二
）
で

あ
る
。
一
九
八
五
年
版
と
し
て
、
最
新
の
統
計
資
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
暗
数
、
登
録
さ
れ
た
犯
罪
、
地
域
分
布
、
犯
罪
の
す
う
勢
の
短

期
的
変
動
と
長
期
的
変
動
、
犯
罪
の
実
像
、
犯
罪
者
と
被
害
者
、
犯
罪
に

よ
る
損
害
と
犯
罪
の
コ
ス
ト
、
刑
事
政
策
の
目
標
、
刑
罰
法
規
、
犯
罪
統

制
の
機
関
、
犯
罪
の
原
因
と
刑
事
政
策
の
間
題
点
に
分
れ
て
い
る
。

　
こ
の
資
料
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
犯
罪
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
要
領

の
よ
い
紹
介
に
な
っ
て
い
る
。

　
資
料
の
一
六
は
、
概
観
（
一
九
八
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

介
し
た
資
料
の
改
訂
版
で
あ
る
。

閃
閃
＞
＞
冥
o
冨

法
学
研
究
五
九
巻
五
号
で
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

は
六
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
。

（
1
）
今
回
は
送
付
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
脱
稿
後
、
校
正
中
に
ス
ベ
リ

教
授
よ
り
他
の
資
料
と
と
も
に
送
付
さ
れ
て
来
た
。
余
白
と
時
間
の
余
裕
の
関

係
で
後
半
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
論
文
の
著
者
と
標
題
の
み
を
紹
介
す
る
。

　
一
躍
鍍
卑
詩
器
。
戸
冒
三
警
3
言
－
国
β
3
崔
享
〇
一
S
一
蒔
冨
一
（
環
境
犯
罪

ー
隠
さ
れ
た
犯
罪
）

　
ω
O
OO
く
雪
器
O
P
国
自
O
且
畏
脚
ユ
巨
霊
言
O
ロ
一
詩
這
O
O
？
ご
緯
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
刑
事
政
策
、
一
九
八
六
－
一
九
九
一
年
）

　
㍉
o
富
馨
8
　
寄
5
器
o
P
　
国
璋
鋒
①
旨
9
一
＝
亀
一
〈
導
一
一
〇
q
耳
9
琶
一
讐
9

　8歪

冨
黄
器
噌
（
重
大
な
犯
罪
の
再
犯
を
予
測
で
ぎ
る
か
？
）

　
＞
り
昌
噌
　
oQ
o
一
畦
押
　
Z
鶏
犀
9
涛
轡
耳
o
言
巴
茜
げ
9
｝
　
β
零
留
〇
二
匿
”
ヨ
〆
菩
崔
即

。
魯
ざ
暮
3
σ
o
馨
涛
冒
留
吋
窟
ユ
＆
窪
ち
o
。
？
ご
健
（
薬
物
犯
罪
、
薬
物
乱

用
及
び
取
締
政
策
、
一
九
八
○
ー
一
九
八
四
年
）

（
2
）
坂
田
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
の
報
告
書
概
観
（
以
下
「
概
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観
」
と
略
す
．
×
一
九
八
二
年
）
法
学
研
究
五
六
巻
一
〇
号
六
二
頁
で
≧
⑦
署
凶
－

　
昌
巳
轟
を
買
戻
し
と
訳
し
た
が
、
否
認
権
（
の
行
使
）
と
改
め
る
。

（
3
）
　
罪
名
の
訳
語
は
、
原
則
と
し
て
、
宮
澤
浩
一
訳
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
典

　
（
法
務
資
料
四
〇
六
号
）
に
よ
る
。

（
4
）
　
破
産
法
（
民
8
ざ
冨
一
品
呂
）
一
二
二
条
参
照
。
し
か
し
、
我
が
国
の
よ

　
う
に
、
破
産
犯
罪
の
規
定
が
破
産
法
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

刑
法
二
章
の
罪
の
中
に
破
産
に
か
か
わ
る
犯
罪
は
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
坂
田
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
仮
釈
放
に
つ
い
て
、
昭
和
六
〇
年
度
刑
法
学
会

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
仮
釈
放
」
（
京
都
産
業
大
学
）
で
の
報
告
及
び
坂
田
、
犯

罪
者
処
遇
の
思
想
一
二
一
二
頁
以
下
、
一
五
六
頁
註
一
五
参
照
。

（
6
）
切
§
ε
暮
〈
。
。
窪
凝
9
ー
蜜
鴨
巽
碧
℃
。
り
け
一
ゆ
躍
」
ω
国
漸
寄
暮
。
旨

　
一
〇
曽
“
㎝
一
マ
食
概
観
（
一
九
八
四
年
）
、
法
学
研
究
五
九
巻
五
号
九
六
頁
、

　
一
〇
八
頁
註
5
7
。
切
o
卑
窪
器
8
噛
山
毘
≦
一
駐
守
蒔
貯
巳
畠
①
⇒
」
影
＞
＞
鷲
。
冨

　
コ
ざ
轟
（
一
〇
〇
〇
㎝
）
・
づ
質
一
押
朔
鑑

（
7
）
　
［
℃
零
器
o
戸
ぎ
耳
o
詳
畳
黛
窪
凶
卑
8
浮
。
ξ
が
参
照
さ
れ
て
い
る

が
、
詳
細
は
、
こ
の
報
告
書
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
検
挙
率
、
犯
罪
性
あ
る
者

　
の
再
犯
率
、
罪
質
に
よ
る
再
犯
率
の
変
化
、
一
件
の
検
挙
事
件
に
対
す
る
認
知

事
件
の
割
合
、
関
連
検
挙
事
件
（
概
観
（
一
九
八
四
年
）
、
法
学
研
究
五
九
巻

五
号
一
〇
八
頁
註
65
参
照
。
）
の
数
な
ど
が
考
慮
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
8
）
　
寄
稿
者
と
題
目
は
下
記
の
通
り
。

＞
周
ε
り
oo
。
一
髪
潮
∪
暮
。
旨
①
5
涛
跨
。
。
げ
再
g
邑
陣
讐
9
窪
－
ξ
一
巳
ぎ
す

巴
・
冨
亀
暮
琶
騨
霞
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
と
犯
罪
）

≦
ぎ
ざ
憲
F
u
魯
＆
璋
呂
。
げ
①
琶
ぎ
周
↑
ξ
一
巨
g
一
。
σ
q
①
奏
。
畠

嘗
3
寵
降
旨
鼠
＆
①
器
冨
騨
霞
（
カ
ー
ド
の
犯
罪
学
的
、
犯
罪
予
防
的
側
面
）

O
ぼ
一
¢
一
零
＝
昌
Φ
P
固
①
蓉
。
議
辟
¢
軽
＝
ま
り
㎝
ξ
＆
導
①
一
魯
ひ
3
巳
の
匿

冨
農
鶏
（
電
子
的
保
護
方
策
と
し
て
の
電
子
的
シ
ー
ル
）

鍔
琶
U
『
ざ
芦
閃
g
鴇
声
注
Φ
凶
三
①
リ
コ
ぎ
ロ
霞
。
＝
＞
目
W
－
亀
警
①
ヨ
ω
。
唐
①
ロ

　げ3詳

段
母
①
σ
『
吸
磯
釦
昌
自
Φ
鴎
魯
パ
ざ
り
f
冨
〈
嵐
O
周
霞
昌
騨
の
O
黛
昌
冒
β
⇒
犀
8
り
（
デ
ー
タ

自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
の
内
部
統
制
）

　
凶
工
昌
弩
ゆ
Φ
畠
旨
導
サ
＞
α
邑
巳
㎝
＃
暮
一
8
袈
ω
欝
Φ
跨
9
¢
亀
一
Φ
巨
ぐ
崔
雪

響
簿
費
ε
ぎ
霞
訂
匙
（
大
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
保
安
シ
ス
テ
ム
の
管
理
）

m
①
巳
語
一
∪
彗
暮
①
パ
巳
貯
o
畠
ぼ
o
菩
の
＝
讐
9
1
霞
一
Φ
〈
零
導
け
α
琶

曙
昌
替
蓉
霧
（
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
と
犯
罪
）

霊
遷
囚
ユ
昌
弩
器
。
P
2
a
＝
鴇
貫
冨
旨
Φ
二
ざ
目
覧
①
養
照
暮
⑦
誉
（
複

雑
な
シ
ス
テ
ム
内
の
不
死
の
専
門
家
）

（
9
）
　
例
え
ば
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
三
四
号
の
特
集
な
ど
。

（
1
0
）
　
刑
法
九
章
が
一
部
改
正
さ
れ
、
「
偽
計
を
用
い
て
、
行
為
者
の
利
益
及
ひ

被
害
者
又
は
そ
れ
に
代
る
者
の
損
害
を
意
味
す
る
よ
う
な
、
行
為
又
は
過
失
に

他
人
を
犯
さ
せ
る
行
為
」
を
詐
欺
罪
と
す
る
規
定
に
、
自
動
的
情
報
処
理
又
は

そ
れ
と
同
様
な
自
動
処
理
手
段
の
結
果
に
不
法
な
影
響
を
、
不
正
確
又
は
不
完

全
な
事
実
を
提
供
し
た
り
或
い
は
プ
・
グ
ラ
ム
等
の
変
更
な
ど
の
方
法
に
よ
っ

　
て
、
与
え
た
者
も
詐
欺
罪
と
し
て
処
罰
す
る
趣
旨
の
規
定
が
追
加
さ
れ
た
よ
う

　
で
あ
る
。
（
＞
『
言
り
ω
o
宣
冨
｝
U
彗
o
旨
＆
議
の
霞
＝
鼠
讐
試
津
巳
ロ
鷺
P
閃
閃
＞

＞
賢
o
冨
p
タ
一
（
一
〇
〇。
①
）
り
す
o
。
o。
。
）

（
n
）
国
巷
零
旨
ご
o
。
9
ρ
サ
巽
著
者
は
、
コ
ン
ピ
ュ
！
タ
ー
犯
罪
を
、

穿
o
詳
零
9
9
驚
一
冨
一
畳
。
け
琶
一
鼠
8
拝
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
関
係
の

あ
る
犯
罪
）
と
規
定
し
て
い
る
。

（
12
）
　
一
げ
す
噛
》
旨
9
　
一
九
八
O
～
一
九
八
四
年
の
間
に
ヨ
ー
テ
ボ
リ
イ
で
起

ぎ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
犯
罪
五
九
件
中
一
九
八
四
年
ま
で
に
犯
人
が
検
挙

さ
れ
た
も
の
は
一
件
だ
っ
た
と
い
う
。

（
13
）
　
一
げ
す
、
マ
曽
㎝
に
四
八
件
の
事
件
の
一
覧
表
が
あ
る
。

（
1
4
）
　
サ
ザ
ラ
ン
ド
、
犯
罪
の
原
因
（
所
一
彦
他
訳
）
一
九
六
頁
参
照
。
こ
れ
を

　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
犯
罪
と
し
て
考
え
る
立
場
も
あ
る
（
閑
ε
箸
旨
お
o
Q
9
ω
｝
質

o。

○。

一
亀
）
。
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（
拓
）
　
国
斜
署
o
＃
一
〇
〇
〇
㎝
”
ω
曽
暮
，
一
段
跨
噛
。
｛
■

（
1
6
）
　
の
ロ
旨
ヨ
帥
q
o
協
閃
ε
畦
貫
2
0
Q
坤
一
〇
〇
〇
㎝
”
q
O
り
巨
①
一
↓
り
窪
岳
即
ロ
α

閃
。
8
言
U
象
巴
8
日
窪
戸
お
o
。
9
註
（
1
）
も
参
照
。

（
17
）
　
概
観
（
一
九
八
三
年
）
法
学
研
究
五
八
巻
三
号
六
八
頁
以
下
参
照
。

（
1
8
）
誉
塁
留
ヨ
①
。
貫
9
箋
ぢ
鶏
ぎ
暴
・
①
5
男
》
＞
琶
忌
鼻
㎝

（
一
。
。

。
切
）
も
マ
癖
鉾
∪
ρ
＜
鶏
島
⑩
一
邑
U
一
一
讐
葺
す
毎
＝
田
＞

＞
鷲
o
鼠
”
鮮
一
（
一
〇
〇〇
①
）
サ
b
マ
ト
o
㎝
朔

（
1
9
）
　
私
の
目
に
と
ま
っ
た
資
料
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
国
β
犀
餌
葺
p
含
o
諾
α
犀
巳
⇒
碗
暫
く
h
”
騨
一
爵
釦
ぼ
0
9
巴
黄
げ
3
げ
一
即
ロ
山
降
o
一
富
3
サ

ω
O
q
一
8
0
”
ど
ご
凝
曽
一
轟
α
く
①
旨
毎
山
弩
①
一
一
ω
O
q
一
〇
諺
”
お
、
q
凝
帥

　
影
o
q
α
〈
o
旨
箪
α
費
房
戸
の
O
q
這
認
“
刈
ρ
q
ロ
の
暫
昼
の
α
＜
霞
け
昼
山
鱒
お
目
u

ω
O
q
一
〇
お
”
銘
q
凝
帥
一
囲
曾
①
旨
り
＆
鶏
①
ヌ
ω
O
q
一
〇
お
”
多
q
⇒
α
R
鉾

　冨

oq

α
〈
o
旨
り
匿
鶏
o
＜
サ
ω
O
d
一
〇
潔
”
ω
一
。

（
2
0
）
℃
匡
一
〇
Q
。
9
員
サ
。。
’
類
プ
＝
－
ど
国
8
。
周
け
乞
9
一
8
℃
㍗
一
“
や

　
（
の
O
ご
一
S
一
“
お
サ
b
戸
旨
戸
℃
マ
8
や
）

（
2
1
）
Ω
し
8
器
9
。
魯
＞
9
野
釜
一
く
①
§
ざ
望
8
穿
。
ぎ
碧
。
旨
鶏
一
一
。
緯

（
2
2
）
　
「
社
会
階
層
1
・
H
と
皿
」
、
「
家
族
離
散
の
有
と
無
」
「
居
住
地
域
の
非
行

　
性
の
大
と
小
」
の
三
個
の
色
9
0
ε
ヨ
網
に
よ
り
八
種
の
層
別
が
作
ら
れ
た
。

（
2
3
）
閃
8
。
旨
Z
9
一
8
｝
§

（
2
4
）
　
℃
蜜
這
Q
o
㎝
”
一
ど
P
璽

（
2
5
）
　
一
げ
一
F
づ
マ
8
1
曽
に
そ
の
一
覧
表
（
第
2
表
）
が
あ
る
の
で
．
こ
こ
で

　
引
用
し
て
お
く
。
な
お
、
概
観
（
一
九
八
三
年
）
法
学
研
究
五
八
巻
三
号
七
五

　
頁
。

（
2
6
）
　
第
3
表
参
照
。

（
2
7
）
　
図
8
0
訴
一
N
リ
マ
ω
O
簿

（
2
8
）
　
評
定
は
五
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
る
．

（
2
9
）
　
1
知
的
、
情
緒
的
貧
困
、
2
精
神
病
、
3
一
次
的
人
格
異
常
、
4
幼
児
的

な
自
我
の
弱
さ
、
5
一
次
的
人
格
異
常
を
伴
う
神
経
症
、
6
幼
児
的
な
自
我
の

弱
さ
を
伴
う
神
経
症
、
7
神
経
症
、
8
正
常
の
八
型

（
3
0
）
　
社
会
的
学
習
の
行
わ
れ
る
状
況
に
重
点
を
お
い
た
四
個
の
プ
・
フ
ィ
ー
ル

　
（
一
玄
皇
サ
㎝
ω
●
）
。

（
3
1
）
　
1
お
だ
や
か
で
確
固
と
し
た
、
2
お
だ
や
か
な
、
3
き
び
し
い
、
4
放
任
、

　
5
気
ま
ぐ
れ
の
五
型
。

（
32
）
　
℃
寓
這
・
。
9
F
り
旨
こ
の
数
字
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
．

（
3
3
）
　
概
観
（
一
九
八
二
年
）
法
学
研
究
五
六
巻
一
〇
号
六
三
頁
以
下
、
同
（
一

九
八
三
年
）
法
学
研
究
五
八
巻
三
号
七
六
頁
以
下
参
照
．

（
誕
）
　
概
観
（
一
九
八
四
年
）
法
学
研
究
五
九
巻
五
号
八
六
頁
以
下
参
照
。

（
3
5
）
勾
8
。
旨
乞
9
昼
℃
層
一
認
朔

（
3
6
）
　
一
匡
ρ
ロ
や
旨
O
第

（
37
）
　
た
だ
し
、
米
国
で
使
わ
れ
る
用
語
法
と
は
意
味
が
違
う
と
い
う
。
非
行
．

犯
罪
の
発
生
の
仕
方
は
、
我
が
国
の
い
わ
ゆ
る
ド
ー
ナ
ツ
現
象
に
よ
く
似
て
い

　
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
N
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
卑
o
P

　　　　　　　　　　　　　　
42　41　40　39　38
）　　　）　　　）　　）　　）げ

昇
o
巳
麗
菖
o
舘
畠
8
ヨ
ヨ
騨
♂
＆
ぎ

ぎ
ぎ
一
く
冒
晩
蜀
夷
Φ
旨
彗
o
一
”
一
〇
『
o
夢
o
り
黄
置
雷

　
鼠
o。
）

　
①
巨
”
⇒

（
4
3
）

（
必
）

Z
月
●
一

ω
国
＞
＞
質
o
冨
β
ゴ
　
（
一
〇
〇。
㎝
y
℃
り

座
長
国
’
の
く
①
旨

座
長
＞
．
葭
巳
ぎ
。
ぎ

座
長
胃
男
需
蜜
P

会
議
の
討
議
資
料
で
は
、
、
、
讐
三
号
呂
ざ
器
零
o
昌
器
2
塗
げ
ξ
鼠
ミ
｛
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芽
①
げ
垢
冒
①
器
8
ヨ
ヨ
β
且
蔓
”
昌
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯
．
．
（
勾
8
0
旨
2
0
。
一
〇〇
一
ゆ

　
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
の
8
一
冨
亘
。
を
げ
璋
ヨ
旨
一
と
目
＆
－

　
は
修
正
し
て
用
い
て
い
る
（
一
げ
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内
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記
の
通
り
で
あ
る
。
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